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 １．議事日程（平成27年第１回北広島町議会定例会） 

平成２７年３月１１日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

於 議 場 

日程第１    一般質問 

 

一般質問 

 ≪参考≫ 

中 村 勝 義 新規就農総合対策事業の成果と課題を伺う 

蔵 升 芳 信 若者・子育て世代と地域特性を生かした魅力ある町に 

久茂谷 美保之 支所機能について 

森 脇 誠 悟 本町の地方創生（まち・ひと・しごと創生）の取り組みについ

て問う 

大 林 正 行 安心・安全な子育て環境を 

公共施設の老朽化対策を問う 

中 田 節 雄 安心して、子育てできる環境づくりについて問う 

 きたひろの達人の活用について問う 

 

 ２．出席議員は次のとおりである。 

 

 １番 浜 田 芳 晴  ２番 中 田 節 雄  ３番 久茂谷 美保之 

 ４番 藤 堂 修 壮  ５番 梅 尾 泰 文  ６番 森 脇 誠 悟 

 ７番 柿 原 徳 則  ８番 室 坂 光 治  ９番 中 村 勝 義 

１０番 伊 藤 久 幸 １１番 真 倉 和 之 １２番 藤 井 勝 丸 

１３番 蔵 升 芳 信 １４番 田 村 忠 紘 １５番 美 濃 孝 二 

１６番 大 林 正 行 １７番 宮 本 裕 之 １８番 加 計 雅 章 

 

 ３．欠席議員は次のとおりである。 

 

な し      

 

 ４．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

 

町  長 箕 野 博 司 副 町 長 清 水 孝 基 教 育 長 池 田 庄 策 

芸北支所長 成 瀬 哲 彦 大朝支所長 渡 辺 義 男 豊平支所長 藤 浦 直 人 

危機管理監 松 浦  誠 総 務 課 長 中 原  健 財 政 課 長 信 上 英 昭 

企 画 課 長 古 川 達 也 税 務 課 長 畑 田 正 法   福 祉 課 長 清 水 孝 幸 

保 健 課 長 多 田 誠 子 農 林 課 長 山 根 秀 紀 建設調整監 土 井 亮 三 

町 民 課 長 輪 田 孔 俊 上下水道課長 清 水 繁 昭 消 防 長 田 辺 弘 司 

学校教育課長 細 部 俊 彦 生涯学習課長 石 坪 隆 雄 商工観光課長 隅 田 好 則 
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会計管理者 三 宅 正 登 国土調査事務所長 石 川  斉 豊平病院事務部長 佐々木 靖 志 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員 

 

  議会事務局長  佐 伯 孝 之    議会事務局  中 川 和 美 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午 前  １０時 ００分  開 議 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） おはようございます。ただいまの出席議員は１８名です。定足数に達してお

りますので、これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付し

たとおりです。なお、皆さんにお願い、お断りをいたしますが、今日はご承知のように東日本

大震災ということで、ちょうど４年前に、この北広島町も定例議会中でありましたが、２時４

６分ということで、その時間にぜひとも皆さんのご協力のもとに黙祷をささげたいと思います

ので、その時間がきちっと合えばいいなと思っているんですが、その時間来ましたら、黙祷の

ほうご協力お願いいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。それでは一般質問に入

ります。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

日程第１ 一般質問 

 

○議長（加計雅章） 日程第１、一般質問を行います。質問の通告が重複したものもありますので、

答弁が終わったものについてはご配慮をお願いいたします。質問時間は３０分以内で、また答

弁においても簡潔に行うようお願いしておきます。登壇してマイクを正面に向けて行ってくだ

さい。質問の通告を受けておりますので、９番、中村議員の発言を許します。 

○９番（中村勝義） ９番、中村、今定例会の一般質問のトップということで質問させていただき

ますが、終わりよければ、全てよしということがありますので、トップバッターとしてのプレ

ッシャーを感じないように質問させていただきます。通告しております新規就農総合対策事業

の成果と課題について、これからお伺いいたします。北広島町の基幹産業である農業の振興と

持続的な維持発展を図るためには、農業者の高齢化や耕作放棄地の解消、技術指導と技術習得

等、農政が直面している課題に真正面から向き合う姿勢が必要であります。そのためには新規

就農者や後継者、担い手の確保と育成により、集落及び産地の維持継承が求められております。

このことから、平成２２年９月定例議会で、議会側より担い手対策室設置を求める要望書の提

出に始まり、平成２３年４月には新規就農推進室が設置されました。これにより、現状に鑑み、

必要施策を集約し集大成され、でき上がったのが、この新規就農総合対策事業であります。こ

の事業は、平成２３年６月２０日より施行され、同年４月１日から適用し、今日に至っており
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ます。ことここに至るまでに合併前にも旧町ごとにＪＡ広島北部、ＪＡ広島市の事業とも併用

されながら、それぞれ農業の担い手、後継者の育成確保等による農業振興対策諸施策が講じら

れてきております。合併後も継承され、現在に至っております。その最たるものの一つに、旧

豊平町が新規就農者の育成を目的に設置された新規就農施設があります。合併後も現在中心的

な施設として位置づけられております。この新規就農総合対策事業は、６つの支援策により構

成されております。この６事業の中には、北広島町新規就農支援会議で選考され、さらに事業

によっては町長が選考に係る意見を聞き認定する事業もあり、これら６事業は短期に結果を求

めるものでなく、事業によっては長いスパンで評価されるものもありますが、一方では、費用

対効果の両面で捉え、成果を判断し、さらなる課題や充実策の検討なども必要であると考えら

れます。そこで、現時点でそれぞれの事業ごとに精査し、年度別の認定者数、具体的な支援策

等のこれに伴う費用実績、経営状況等について、以下６事業について順次お伺いいたします。 

  まず、１点目は、農業体験研修事業、別名インターンシップ事業についてお伺いいたします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 農林課から回答させていただきます。北広島町の基幹産業である農業の

振興に当たっては、高齢化による担い手の不足、特に青年就農者の減少が大きな課題となって

おります。このため新規就農者の確保と育成対策として、新規就農者の募集、研修の実施、就

農時及び就農後の支援を総合的に行う新規就農総合対策事業を平成２３年度より実施をし、本

年度で４年目となっております。この４年間の事業実績等についてお答えをさせていただきま

す。なお、事業経費につきましては、国及び県の助成、募集その他の事務的経費は含んでおり

ませんので、あらかじめご了承いただきたいと思います。ご質問のありました農業体験研修事

業、いわゆる農業インターンシップ事業につきましては、７名が受け入れ農家において短期の

研修を実施をしており、うち１名は町の認定研修生となり、現在研修中でございます。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） ７名の受け入れといいますか、実習中ということでしたが、このインターン

制度については、受け入れる法人という方たちの登録が必要であるというような規定もあるわ

けですが、この認定インターン制度における実習生等の受け入れに対する生産農家、あるいは

法人としての登録が何件ぐらいあるんでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 現在、１９名の方に登録をいただいております。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） というのは、法人も１名という形で捉えればいいのか、それとも法人は全然

おられないのか、法人と個人農家といいますか、生産農家、分かれば明細をお願いします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 法人もいらっしゃいます。５法人いらっしゃいます。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） １９名を受け入れられた法人なり生産農家のほうで、何か問題点があるとか

なんとかいうような指摘はないのでしょうか。それとも、あれば改善していかなければいけな

いと思うんですが、そこらについてもうちょっと詳しくお願いします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 特に大きな問題点というのは伺っておりませんけども、やはり就農生の
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研修の状況等の連絡をしっかりするとか、研修の計画を事前にしっかり協議しながら積み上げ

ていくというか、そういったところが課題であると、もうちょっとしっかりしていかなければ

いけないというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） それでは２点目の農業技術大学校就学支援事業についてお伺いいたします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 農業技術大学校就学支援事業でございますが、これは学校卒業後、就農

等を目指す方に対して学費及び寮費の助成を行うものでございまして、平成２３年度生が２名、

平成２４年度生及び平成２５年度生がそれぞれ１名、合計４名が支援を受けており、うち１名

については町の認定研修生として現在研修中でございます。町の助成金としましては、４年間

で約９１万円を交付をしております。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） 今の費用については４年間で９１万円というのは、１人当たりと言うことで

いいんですよね。それと、今の４名のうち１名は認定ということですが、あと３名の方のその

後はどうなっているかというのは掴んでいるんですか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） ９１万円というのは合計でございます。この助成額ですけども、先ほど

申し上げましたように、学費と寮費の２分の１を助成をいたします。年額で２２万６８００円。

この２分の１を助成をしていくというものでございます。４人の支援生がおりますけども、４

名のうち１名はまだ学校に在学をしております。１名が認定研修生、あと２名は、農協の関係

のほうで今仕事をしております。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） 今、４名のうち１名は在学中ということですから、２名は農協で仕事されて

いるということで、これとしては成果としては評価できるんかなと思いますが、認定した１名

は、さらに自立するためにどこかまた、さらに一歩踏み込んだ研修をされているんでしょうか、

どうでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 町の認定研修生として今研修をしております。２６年度、２７年度、２

年間研修しまして、２７年度の後半に施設を造って就農をしていくという予定でございます。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） 研修先は、町の研修施設の中でやっておられるということですか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） この方につきましては芸北に新しく造くりました研修ハウスを中心に研

修をしております。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） それでは３点目の事業ですが、２年間の研修期間中、月額１５万円を２年間

研修資金として交付するという就農研修支援交付事業についてお伺いいたします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 町の認定研修生に対する支援事業でございます、この就農研修支援交付

金事業でございますが、平成２３年度生が２名、平成２４年度生が２名、平成２６年度生が３
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名、合計７名がこの支援を受けており、４年間の合計助成額は１３９５万円となっております。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） 今のあれでいきますと、２３、２４、２６ということですが、２５年度は募

集されたが、その希望者がおられなかったということでしょうか。それともやめられたという

か。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） おっしゃるとおり、募集はしましたけども、応募がなかったということ

でございます。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） 次の６事業のうちの４番目ですが、就農研修生が２年後の就農時にビニール

ハウス等、あるいは農機具等の施設を持つときに幾らかの助成するという、初期投資支援事業

がありますが、これの実績と状況についてお伺いいたします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 新規就農におきまして、大きなネックとなります初期投資の助成を行い

ます初期投資支援事業につきましては、４名の方に対して合計で１６９３万円を交付をいたし

まして、主にビニールハウス、かん水施設等の関連施設及び機械への補助を行っております。

なお、土地の整備費や就農開始時に必要な諸材料費等についても相当な費用が必要ですが、こ

れらについては自己資金で賄っていただいております。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） この初期投資支援事業の中にはビニールハウス等の施設、あるいは農機具と

いう部分とあわせて、畜産業に対する繁殖牛のもと牛とか乳牛とかいう形でありますが、この

場合、畜産に対する研修生というのは、さきの３事業も合わせてですが、畜産事業についての

認定者といいますか、研修生は１人もおられないんでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 現在在学中で、先ほどの就学支援を受けておられる方の中に１名、卒業

後は家業の養豚業を営むこととされている方がいらっしゃいます。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） その人は、何年の時のあれでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） ２５年度生でございます。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） この事業の６番目ですが、研修生以外が県の認定を受けた場合、就農時に支

援金が交付されるという、就農支援交付金事業がありますが、これに該当される認定者がおら

れたんでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） １名いらっしゃいました。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） この１名の方は、それほどかかわりのなかった中で、新規に就農されたとい

うことですが、その後の就農状況については、北広島町に住みついて当然やっておられるでし

ょうけど、その辺の規模とか、どういう仕事をされているというような部分についてお伺いし
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ます。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） ちょっと規模につきましては今資料持っておりませんけども、野菜、チ

ンゲン菜等を今栽培をされておられます。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） ６事業については、それなりに成果も出てるし、それだけ新規就農といいま

すか、農業者が若返るということで期待しておりますし、引き続き、この普及に努めていただ

きたいと思いますが、全体で、その６事業にかかわる新規就農者としての現在自立しておられ

る方は全体で何人おられるのか。その辺の数字的なものを掴んでおられますか。それと、就農

者の中でいろいろ問題提起されながら、課題として、こういうことがありますよというような

課題があればお聞かせください。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） ２３年度以降、この制度を使って就農された方が４人いらっしゃいます。

交付金を含めてですけども、黒字という形になっております。全体的な新規就農総合対策事業

の成果といいますか、課題でございますが、まず、成果といたしましては、本事業での支援者、

とりわけ、町認定研修生につきましては、産地における重要な担い手、または後継者として活

躍をしており、これからもさらなる活躍が期待をされております。例を挙げますと、本町のミ

ニトマト生産におきましては、平成２７年度に就農予定の方を加えますと、平成２３年度に約

４０００万円台でございました総販売額が２８年度には１億円を超える大産地となることが確

実視されております。さらに町認定研修生の中には、町外から家族で転入された方、研修期間

中及び就農後に子供さんが生まれ、家族が増えた方など定住による人口増の効果があり、さら

には認定研修生の経営する農場における雇用創出の効果もあらわれております。一方、課題と

いたしましては、北広島町の取り組みは全国的にも先駆けではございましたが、国及び他の自

治体においても、新規就農者に対する支援を強化をしており、ますます農業人材の確保競争が

高まっているのではないかと感じております。また、就農時の出口対策として、就農時におけ

る施設整備の国及び県補助金が年度により頻繁に増減するため、研修生にとって就農計画が立

てづらい状況も生じてきております。さらに水稲を中心とした土地利用型農業の担い手確保に

ついても、その受け皿対策を含め、大きな課題として認識をしております。今後、人を育てる

ことを旨とする本事業は長期の視点を持って着実に実施すべきと思っておりますが、一方で費

用対効果の視点も考慮し、よりよい制度運用となるよう引き続き検討を重ねてまいります。そ

して、本町が新規就農の夢をかなえることのできる魅力ある町となるよう、また、若い農業者

が増え、活力ある地域及び産地となるよう、しっかりと着実に取り組んでまいりたいと考えて

おります。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） 確かに国の制度が流動的で、そういう交付金についても、かなり流動してい

るということで、経営者としては、その面については不安な面もあるということもわかります

し、その部分についてはできるだけの補助も町として交付しながら、それを育てていくという

考え方は持っていただきたいと思いますし、それと今の就農研修施設そのものは、旧豊平町が

平成１６年だったか１７年だったか設立されて、そこからずっと担い手を育てておられるとい

うことですが、合併前から現在に至る全体としての認定農業者といいますか、新規就農者とい
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うのは、合併前の部分の人数も含んでつかんでおられれば、合計、合併前が何ぼで、合計何人

の新規就農者がおるということと、地区別に４地区にばらばらにいっとるか、豊平にそういう

施設があるということになると豊平がかなり多いと思いますが、新規就農者の全体の数字と地

区的な部分の数字がもしか、合併前もあわせて現在に至るまでの数字をつかんでおられればお

聞かせください。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 豊平の研修施設でございますが、これは平成１５年度に建設をされたも

のでございます。その後、この施設の中で研修をされた研修生は６名いらっしゃいます。ほと

んどが豊平でホウレンソウですとか花壇苗をやっておられる方だというふうに思います。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） この事業は、実際には２３年ぐらいから始めたということですので、基本的

にはまだ新規就農者等の実績といいますか人数も少ないわけですが、これから、ずっとこの事

業を続けていくという形の中でいったときに、この事業を活用しながら新規就農なり、あるい

は後継者というような形での担い手となったその人たちを一つの組織といいますか、協議会と

いいますか、その辺の形の中で一つの組織として設立して、さらにそこから育てていくという

ことも必要ではないかと思いますし、そのことが新規就農者等の確保にもつながるし、若い人

たちが農業に目を向けて、Ｕターン、Ｉターンなりしながら、新規就農その事業の目的も達成

されるということですが、これらの構成を一つにまとめるというような形の会とか組織とかい

う設立に向けての考えはどうでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 若い就農者の方の組織が現在ＪＡ広島北部の中にはございます。本町の

先ほど申し上げました就農された方の中にも、この会に加わっておられる方もいらっしゃいま

して、まずは、その会の中に入っていただいて、多くの先輩方と交流する中で、農業の技術な

り、また意欲なり、夢なりを共有していただいて、さらに取り組んでいただければというふう

に思います。町独自の組織というのは現在のところはまだ考えてはおりません。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） その辺のところを加味しながら、今年の２７年度の町長の施政方針の中で、

農業の未来を見据えて持続的発展と地域活力向上を目指して農業振興大会を開催するという所

信表明ということでありましたが、この農業振興対策事業については、どういう考えの基に開

催されようとしておられるのか。具体的な内容がわかればお聞かせいただきたいし、この振興

大会に参加といいますか出席という部分で、この事業、今の新規就農対策事業絡みの関係者は、

この農業振興大会への関わりはどういうふうにされるのかお聞きいたします。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 現在、農業を取り巻く情勢というのは非常に厳しい状況がございます。

しかしながら、本町の中においても、先ほど申し上げましたように、若い新規就農者の方が農

業を目指して夢を持って取り組んでおられますし、先ほどの事業以外の方も本町において既に

トマトですとかミニトマト、そういったところで実績を上げながら取り組んでいただいており

ます。そういった明るい状況があるというのを町内の農業者の皆さんに見ていただく。それが

私はまず大切なことではないかと思います。そういった方を実際に見ていただいて、その方の

お話を聞いていただいて、どういうふうに取り組んでおられるか、夢を持って、自信を持って
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取り組んでおられる姿を見ていただくことによって、それ以外の農業者の皆さんが、特に若い

方が農業に対する志を持っていただく、これがこの大会の主な目的だというふうに私は思って

おります。この農業振興大会でございますけども、時期としましては２７年１１月の下旬を予

定しております。まず講演、これは全国町村会の会長の川上村の藤原村長さんに内諾をいただ

いておりまして、この川上村というのは非常に農産物、野菜で売り上げを伸ばして、全国的に

有名な地域でございます。その方に来ていただいて、地域づくりを含めた農業振興の話をして

いただく。それから２部として、先ほど言いました、町内の若い方で農業に取り組んでおられ

る方を中心にパネルトークをして、そういった農業者の方の意見を参加をしていただいた方に

聞いていただくと、そういった大会を２７年度やっていきたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 中村議員。 

○９番（中村勝義） 農業振興大会については、今話がありましたように、確かに町民なり若者の

農業に目を向けて、さらにその農業振興といいますか、意識改革をしながら、北広島町の基幹

産業である農業がさらに展開するように私も期待しながら、私の質問はこれで終わります。 

○議長（加計雅章） これで中村議員の質問を終わります。次に、１３番、蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） １３番、蔵升です。既に通告をいたしております、若者・子育て世代と地

域特性を生かした魅力ある町にということで質問をさせていただきます。少子高齢化、人口減

少に対する取り組みは全国的な問題でもございますが、本町のような中山間地域にあっては町

の存亡にもかかわる大きな問題であります。新年度の施政方針、若者・子育て世代魅力づくり

対策は、新年度の最重点課題として取り組む。とあります。また、地域づくり振興対策として、

本年度に引き続き、支所を拠点とした地域づくりを推進する。ともあります。この若者・子育

て世代魅力づくり対策と、支所を拠点とした地域づくり振興対策の２点については、町民も大

きく期待を寄せる課題でございますので、既に先般聞かせていただきましたけども、再度、こ

の２点について、町長の所信をお聞きをいたします。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 若者・子育て世代に魅力的なまちづくり、支所を拠点とした地域づくり振興

対策についてのご質問であります。施政方針の中で申し上げたとおりでございますが、主な点

をお答えをさせていただきたいというふうに思います。町の活性化を図るためには、定住によ

る人口の増及びそれを支える地域づくりが重要であります。本町の人口動態における転入、転

出の社会動態が平成２５年度からプラスに転じており、定住対策の効果が徐々に表れてきてい

ると考えております。また、平成２６年度より集落支援員の配置を行い、地域づくりの強化に

努めてまいったところであります。平成２７年度においては、平成２６年度、国の補正予算の

地域住民生活等緊急支援のための交付金の活用とともに、これまで町が進めてきました定住対

策、特に若者に重点を置き、元気な地域とあわせた若者定住対策を進めてまいります。具体的

には、支所地域活動支援事業、支所提案型事業の支所を拠点とした地域づくり及び緑のふるさ

と協力隊派遣、集落支援員、地域づくりコーディネーター設置などの地域への応援、ビジネス

創造支援事業、がんばる企業応援事業などの企業への応援、北広島町観光プロモーション事業、

新規就農対策事業、地域環境の創出による多様性と活力にあふれた魅力ある地域づくりを促進

することによる魅力ある地域づくり、また地元高等学校支援事業、医師・看護師育成奨励金制

度事業などの人材育成、結婚、妊娠、出産、育児の切れ目ない支援事業などの結婚・子育て支

援事業による町の将来に夢を持ち、郷土愛のあふれる人づくりを推進することによる人づくり、
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少子化対策、それからＵターン奨励金などのＵターン支援、空き家登録改築補助事業などの空

き家の活用による元気な地域とあわせた若者定住対策を進めていき、２０代から４０代の結婚、

出産、子育て世代への子供を安心して生み育てられる環境づくりを行うとともに、定住を促進

することにより、将来の人口を維持していき、町の未来に夢を抱き、郷土愛を持つ人材を育成

し、将来的に町内企業への就職、定住を促進していきたいと考えておるところでございます。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 地方創生ということで、全国一斉に地域の活性化ということで取り組みが

始まっておりますけども、今の特に２点、重点的に取り組むということでございました。ぜひ、

具体的に定住促進なり若者、子供たちに魅力ある町をしっかり取り組んでいただきたいと、今

の答弁を頭に入れながら、次の質問に移らせていただきます。まず最初に、若者・子育て世代

魅力づくり対策についてお聞きをいたします。小、中、高の教育環境充実に大胆な財政支援を

ということで、昨年の９月の議会で一般質問をさせていただきました。教育長答弁では、公営

塾や教育支援員制度等については大いに歓迎をする。ただし財政的な部分があるので確約はで

きないというような答弁でありました。そこで、この財政的な部分について再度町長に質問を

いたしましたところ、答弁では、教育環境の充実は高校の存続、あるいは地元定着にも影響を

及ぼし、町外からの定住促進にもつながるものであり、新年度予算において予算づけを反映さ

せるという答弁を聞かせていただきました。今回提案されました新年度予算を拝見させていた

だきますと、高校への補助金が増額をされております。町内３校の高校の実情に合わせ、地元

高校の魅力づくりを支援するとのことでございますが、具体的な取り組みがわかれば、その内

容をお聞きをいたします。 

○議長（加計雅章） 教育長。 

○教育長（池田庄策） それでは教育委員会からお答えをいたします。まず、高校の進学の件でご

ざいますが、公立中学校の高校への進路指導は、まず生徒の希望する高校へ入学させるという

ことが中学校のミッションであると私は思っております。地元高校の入学に関しましては、町

内の公立４中学校の進路でございますが、千代田高等学校、加計高等学校芸北分校、新庄高校

が地元の高校ということになりますけれども、昨年度は５９．９％が町内の中学校から進学を

しております。今年度、地元高等学校への進学率は、県立２校がまだ、選抜３もございますの

で、最終的な結果はわかっておりませんけども、特に千代田高校におきましては、新年度の入

学者は増えるというふうに伺っております。これは昨年度からのさまざまな取り組みをいただ

きましたことが効果が出ているというふうに思っております。次に、ご質問の公営塾でござい

ますが、現在、小中学校では基礎学力の定着、学力向上に力を注いでおります。学力向上や体

力向上は、まず、学校が責任を持って行うべきであるというふうに考えております。しかしな

がら、小中学校における学習支援等につきましては、昨年度実施をいたしましたインターネッ

トを使った学習支援、あるいは新年度から取り組みます、ふるさと夢プロジェクトの中で、小

中学校に対する学習支援も始めてまいりたいというふうに思っております。高等学校でござい

ますが、高等学校の学力向上対策につきましては、新年度、議員もおっしゃられましたように、

地元高校支援事業ということで力を入れていきたいというふうに思っておりますし、具体的に

は各高等学校が行うことでございまして、千代田高等学校におきましては、進学塾との連携に

よる学力向上対策が実施されるというふうに伺っております。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 
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○１３番（蔵升芳信） 小中については、学校主体の学力向上対策なりをやっていくということで、

今聞きましたけども、高校ですね。特に千代田高校については昨年に比べて、今年はまた地元

高校への定着ということで進学が増えたという流れを聞きました。これは、この前の３月４日、

中国新聞の記事ですけども、今のような話、公営塾の話がありましたけども、学校の存続問題

ということで、この北広島町でも芸北分校なり千代田高校でいろいろ議論がされてますけども、

この新聞読みますと、これは神石高原町の油木高校の新聞記事であります。町の教育委員会が

入学増を狙うという形で、年間４００万円の補助金を出したということで、英語と数学の学習

塾を開こうという記事でございます。もう１点ありましたけども、これはまだ予算措置という

のではありませんが、取り組んでいきたいというので、これは江田島市の大柿高校、これも定

員割れが続いているんですけども、学校存続のためには入学者を増やすためには、課題は進学

実績だという形で、ぜひ学習塾を開いてという支援を行政に求めていこうという新聞記事であ

りました。本当周辺地域の小さな学校では、そういう存続問題という形で、先発的には加計高

校が公営塾を今年度からやっておられますけども、ぜひ本町もこうして予算付けをいただきま

した。具体的なものは、これからまた新年度になったらわかるんだと思いますけど、ぜひ実績

が上がるように、またその成果を見て、今後拡充を図っていくんだというような取り組みをぜ

ひ図っていただきたいというふうに思います。これは要望という形で質問を終わらせていただ

きますけども、９月にも質問したので簡単にやりますけども、ぜひ公営塾なり、行政の支援を

お願いをして、ぜひ地元に定着、町長も言われましたけども、町外からの定住促進という形に

も、学校の教育力のアップというのは欠かせないものでありますので、ぜひまた今後とも支援

という形を続けていただきたいということで、この質問は終わらせていただきます。次に、道

の駅舞ロードと豊平どんぐり村に遊具の設置をということでございます。この質問も昨年の１

２月議会で質問を行ったところでございますが、商工観光課長の答弁では、遊具を設置すると

家族連れが多くなり、滞在時間も長くなるということで駐車場が不足するということで、設置

はしないという答弁でありました。まことに残念な答弁でありましたけども、先般、福祉課か

ら示されました子ども・子育て支援事業計画では、子どもたちの生きる力を育む環境づくりと

して、遊び場の充実を図るということが謳ってございます。本町の子どもたちが近隣の市町に

遊具を求めて家族連れで出かけることは、１２月の議会でもお話ししたとおりでございます。

また、商工観光課より示されました観光戦略方針では、本町観光客のターゲットを３０代の女

性にすると謳っております。当然、この年代をターゲットにするなら、夫と子どもが同行者と

しています。観光、また情報の受発信基地であります道の駅になぜ親子連れが来てはいけない

のか、遊具が設置できないのか。駐車場の問題は、頭を使って解決することができます。１２

月議会の答弁では納得ができませんので、再度、この遊具の設置について質問をいたします。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（石坪隆雄） まず、道の駅の豊平どんぐり村の状況についてご報告をさせていた

だきたいと思います。道の駅豊平どんぐり村は、平成６年、道の駅に認定を受けました。この

間、多くの方が利用されました。遊具につきましては、道の駅認定以前に親子が自由に安心し

て遊べる場所の確保、充実を目的に平成２年３月に子ども広場に設置されました。その後、道

の駅に認定され、利用者も多く利用いただいている現状があります。設置の内容でございます

けども、大型木製コンビネーション遊具が２台、それから小さい遊具、これが９台ほどありま

す。もう一つは、運動公園の入った所の左側に１００メートルジャンボすべり台というものが
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設置をされております。これら土日、休日にはたくさんの親子連れが利用している状況にあり

ます。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 商工観光課長。 

○商工観光課長（隅田好則） 議員がおっしゃられましたように、１２月議会におきましては、駐

車場の問題等々で、遊具の設置はできないというふうに回答をさせていただいております。今、

議員がおっしゃられますように、まちづくり、地域づくりの視点に立って、また、今言われま

した子育て支援事業の計画にある遊びの充実をということになりますと、そういうふうな視点

に立ち、検討していかなければいけないというふうに思っておりますが、今、町として進めて

おります観光交流、農林振興の施設であります道の駅舞ロードＩＣにつきましては、やはり経

営の安定を図っていくということが一つの大きな課題であるというふうにも思っております。

そういうところから考えていきますと、駐車場の確保というのは大きな問題であるというふう

に思っております。そういうふうな両方の面を考えながら、どのようにしていくかということ

につきましては検討をさせていただきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 豊平どんぐり村、答弁いただいたんですけども、遊具、確かにありますけ

ど、もう少し充実した遊具設置できないかなと。１００ｍの長いすべり台、私も知ってますが、

そうでなくて、ちょっと複雑に組み合わせたようなのもありますけど、もうちょっと、どうも

幼児の方が使う遊具は結構あるようなんですが、これ子ども広場ですから、もうちょっと大き

な子どもも使えるような遊具に拡充をして、まだまだ利用促進を図っていくと、集客を図って

いくということに取り組んでもらえたらということで要望しておきます。今の千代田の舞ロー

ドの道の駅ですけども、今、商工観光課長の答弁では１２月議会と変わらず同じような答弁で

したけども、経営の安定上締め出すんだという話でありました。お客さんがたくさん来るんで

すよ。私たちも、この前も話しましたけども、群馬に行って川場村の道の駅を見たということ

も話しましたけども、家族連れを呼び込まなくて、３０代をターゲットにした観光振興戦略、

あのうたい文句全く消えますよ。商工観光課がつくった計画ですよ。それ自らつぶしていくん

ですよ。何考えているのかと聞きたくなります。土日はグラウンドゴルフを締め出して、あそ

こを駐車場にするというイベントをするときあるんです。そういう形ででも駐車場の確保はい

ろいろ考えられますよ。極端にいえば、この役場の向こう側道路改良やってます。頼信３号線、

あそこへどうなるかしれませんが、プールの跡地が広場ができました。ここらにも駐車場確保

するとか、いろんなパターンが考えられると思うんですが、知恵も出さず、検討もせずにでき

ませんので、予算措置も全く０円、今年は。いろいろあると、ちょっとここまで言うと時間が

足りなくなるんですが、あそこへテイクアウトコーナーでいろいろやっておられますけども、

冬は寒いから、あそこへ仕切りしてくださいと、いろんな議員が言いました。委員会でも言い

ました。予算措置、今年も全くやってないんです。吹きさらしの中でうどん食べてください、

コーヒー飲んでください。一方では、今の管理棟のほうには、会議室だという空き室があるん

です。冬場はそこで飲んでください、食べてくださいというような知恵も出ないんですか。お

客を締め出すことばかり考えているんじゃないかと、商工観光課でしょ。もう少しは観光戦略

プランを作るんなら、そういうところも配慮すべきだと思いますし、町内の子どもたちが隣の

市町へ行って、土日を過ごすんだと。ほとんど今共稼ぎで、平日は子どもたちと接触ができな

いということで、土日に子どもと一生懸命接しようという親なんです。福祉課長に聞いたほう
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がいいんですかね。本当に子育ての支援の私は大きな大きな力になるんだと思うんです。土日

を有意義に親子がふれあうと。そこらあたり、ちょっとこっちじゃ答弁にならない、福祉課長、

私のほうであそこに遊具設置しましょうという考えはありませんか。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清水孝幸） 福祉課のほうでは、遊具の設置はどうだろうかというような質問でござ

いましたが、町は一本でございます。割れた答えを出すというのもなかなか難しいところがご

ざいます。子育て支援事業計画のほうでも遊び場が必要であると。子ども・子育てをするのに、

そういった遊び場というのは必要である。何とかならないだろうかという計画を持ってます。

話をこの計画を立てるのに、その話をするときに都会から来られる、住まれる方が遊ぶところ

イコール公園イコール遊具という考えをお持ちのようでございます。これ端的な言い方します

ので、そういうふうには一概には言えないんですけども、私どもと言いますか、福祉課が子育

て支援事業計画の中で考えるならば、そういう遊具であるとか、そういうものも必要ですが、

その遊具も維持管理もしていくんですけども、町にある豊かな自然環境を使った遊び方なり遊

び場なり、その辺のところは考えられないだろうか。両方必要です。都会の方が来られる場合

はそういう公園も必要です。しかしもっと違った魅力ある遊び方ができるんじゃないかという

ような視点も必要だろうというふうに考えております。今、千代田の道の駅に遊具が必要かど

うかというのをそのままお答えするわけにはいきませんが、近くにも薬師公園があります。こ

の間行ってみました。日曜日、いい天気だったのでたくさんの、数えたんですけども、６家族

ぐらい、１０人ぐらいの子どもさんが遊んでおられました。その辺のところも状況も考えなが

ら検討していかなければならないというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） ぜひ、同僚議員がまたこの後、同じ内容の遊具の設置をという質問があり

ますので、私はここで置きますけども、本当、庁内に子育て支援という発想を持って、それと

もう１点は、観光で町外からの交流人口を増やすという視点をしっかり持って、検討してくだ

さい、検討してないというのは不思議でかないません。次に移ります。子どもと地域世代間交

流の促進策はということで、特に高齢者との促進策についてお聞きをいたします。３月４日の

新聞記事、中国新聞ですけども、住民が塾、児童を見守る、との見出しがございました。廿日

市市の記事なんですけども、この廿日市市では、定年退職世代が中心となって、子どもたちの

勉強や遊びの指導をするとの記事でございます。２０２５年には団塊世代が後期高齢者となり、

少子高齢化は一段と進んでまいります。これにより若い世代の負担が大きくなることは、よく

話題に出ることでありますけども、逆に言えば、高齢者４人が１人の子どもを支援なり見守る

ことができるということも言えるんです。若い者に負担がかかるんでなしに、子どもをより多

くの高齢者で見ていけるという視点があります。先日お亡くなりになりましたけれども、千代

田地域の中山の石橋さんという方がおられましたけども、この方は、小学校の子どもたちに長

年にわたり、いも作くりやわら細工などを通じて、子どもたちに学校や家庭では学べない取り

組みをしていただいておりました。高齢者の生きがい対策とあわせ、子ども・子育て支援事業

として、高齢者が地域の児童に勉強や工作、農作業などを教える、この廿日市市が今取り組ん

でおられます塾を立ち上げると。塾でなくてもいいんですが、そういうことに取り組むという

お考えがないかどうかお聞きをいたします。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 
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○福祉課長（清水孝幸） 特に高齢者ということですけども、世代間交流の促進策はないだろうか

ということでございました。福祉課のほうから、ちょっと幼児的なところの答えになろうかと

思いますが、先ほど議員さんおっしゃいましたように、子どもたちの生きる力を育むためには、

地域の人たちと関わりの中で、さまざまな体験を通して生きる力が身についていくというふう

に考えております。現在、各保育所では、地域の皆さんや老人クラブの皆様、それから匠、特

技を持っておられる高齢者の方などとの連携によりまして、神楽であるとか和太鼓であるとか

田植えであるとか、稲刈り、野菜づくりなどの農業体験、先ほどおっしゃいました餅つきや収

穫祭など、四季を通してさまざまな高齢者の方、プラチナ世代というんですけども、プラチナ

世代の方の力を利用して交流を行っておられます。特に最近話を聞きますのに、小学校で産地、

農作物を作られた方を学校に呼んで、一緒に料理を作って、一緒に食べて帰られた。その方は

ものすごい喜んで帰られたと。そういった交流があった。昔からあったみたいなんですけども、

そういったことで喜ばれているということなんかも、その学校なり、保育所なり隅々でそうい

う高齢者との交流は続けられていると思います。今後においても、地域の特性などを生かした

質の高い教育なり保育を進めていく中で、特色ある世代間交流をまたこれまで以上に積極的に

取り組んでいけるように支援してまいりたいというふうに思います。特に塾というような考え

方、今のところ持ち合わせておりませんが、さらに充実をさせていきたいと思っております。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） 今、高齢者の支援というところで、小学校が特にあると思いますけ

れども、いろんな方々から支援をいただきながら学習活動やっておりますけれども、今後、少

しステップアップする必要があろうかなというふうな思いを持っております。と言うのが、来

年度から、仮称でございますけれども、ふるさと夢プロジェクトという形で、小学校を全体で

包んでいこうとか、つながりを持っていこうというふうなことも考えておりますので、そうな

りますと、当然家庭学習の支援も含めまして、お力を地域全体でいただくということが必要に

なってこようと思いますので、その中から新しい発想も含めて、つながりをより深くしていき

たいというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 現在のいろいろな教育委員会の話、福祉課の話でもいろいろな取り組みが

されているということを聞きましたけども、中身は私も十分把握はしてないんですが、どちら

かというと、自主的に取り組みがされている内容じゃないかなというふうに感じます。私も２

０２５年問題の中心におります団塊世代でありますが、本当若い人たちに迷惑かける年代であ

ります。逆に先ほど言ったように、本当、はいて捨てるほど私たちの年代おりますけど、こう

いう団塊へ働きかけを行政のほうからやっていく必要があるんじゃないかな、私たちもそうい

う情報知りませんし、自分たちの持っているノウハウを生かすなり、余った時間を活用して、

子どもたちと接するという、そういう行政からの投げかけがないと、一生懸命働いてきて、い

やあのんびり遊んでというような団塊の世代でありますが、ぜひ、そういう形で子どもたちに

にらまれんこう伸び伸びと高齢者が生きられるように働きかけをやっていただきたい。今、学

校教育課長からも答弁がありました、ぜひ福祉課なり教育委員会と連携を図りながら、そうい

う取り組みを図っていただきたいということを、これは要望でありますけども、ぜひ取り組ん

でいただきたいということであります。次に移りますけども、空き家への定住促進、あるいは

Ｕターン対策等を主に空き家対策についてお聞きをいたします。先日資料いただきました。そ
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れによりますと、本町には、住宅総数９７９０戸、これに対しまして、空き家戸数は、アパー

トなどの賃貸用等も含めて２５６０戸あるということでありました。そのうち特に１７２０戸

が通常言われる空き家と思いますけども、それが大体空き家対策に必要な戸数かと思いますが、

１７２０戸というと、現在の豊平地域の全世帯数と同じ戸数なんです。数え方は若干違うかも

しれませんが、でも、それだけの空き家があるということであります。この空き家問題は全国

的にも問題となっておりまして、先般、空き家対策の推進に関する特別措置法ができて、その

一部が施行されたところでございますけども、本町でも国の基本指針に基づき、庁舎内空き家

検討会議において空き家対策計画の策定に取り組むというお話でございました。空き家対策の

窓口は建設課に一本化すると。そして空き家情報バンク等の利活用については企画でこれまで

どおり対応するということでございました。今後、空き家に関する相談等は間違いなく増えて

くるということがございます。建設課と企画課の連携ですよね。窓口は建設課に一本化される

んですけども、企画との連携をどういうふうに図らるのか。特に思いますのが、空き家は今言

いましたように１７２０戸あるということでございましたけども、今の町の空き家情報バンク、

企画で取り組んでいます空き家情報バンク、空き家情報バンク利用希望ということで、約３０

０件がそういう希望があるということでございますけども、一方、その空き家を活用してくだ

さいという登録物件が２０件しかないんですよね。この１７２０件の中にやっぱり働きかけを

やっていくと、この登録物件に入ってくる家屋も随分あるんじゃないかと思うんです。総合窓

口が企画でやられるんなら、そこでいろいろ相談があったときに、１７２０が今の２０件プラ

ス、もっと増えて、３００件の要望される方へ対応できるような体制づくりをやっておかんと、

空き家対策へ定住化を図っていこうということでも、なかなか前へ進まんのじゃないかなと思

いますので、そこらの連携をどういうふうに図っていかれるのかというのをお聞きをいたしま

す。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（古川達也） 空き家対策の窓口の一本化というご質問ですけれども、窓口の一本化に

つきましては、あくまで空き家全般に関することについての一本化という形でございます。建

設課を一時窓口といたしまして、活用については企画課が今現在も行っております空き家バン

ク、これを引き続き企画課のほうで担っていくこととなります。空き家につきましては、空き

家の適正な管理というような問題もかなりございます。環境の問題、それから今後出てきます

税制の課題等ございます。現在、庁舎内の１０部署において空き家対策検討会議というものを

設けておりますので、引き続き、この連携する組織は継続していきたいというふうに考えてお

ります。また、計画づくりを策定するということが法で義務づけられておりますので、そこに

ついても、この関係課を含めたところで協議をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 建設課と企画課、通常なかなか交流のない職場であります。それも２階と

３階に分かれておりますが、親密に連携を図って、いい計画を作っていただきたいと。これは

まだ今後様子を見させていただきながら、私たちも勉強させていただいて、ぜひ、いい方向に

向かうように、本当空き家の問題は大きな全国的な問題でありますので、本町にとっても大変

大きな問題でありますので、いい計画を作っていただきたいなということであります。時間が

ないので、次に移ります。２点目の支所を拠点とした地域づくり振興対策ということに移らさ

せていただきますけども、支所地域活動支援事業、本年度、１支所に２００万円が配分されて
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取り組みをされました。一番の利点は、住民の要望に早く対応ができるというのが一番の利点

かなと。金額的には若干不足部分ありますが、この１年間、その成果と課題、どうだったかと。

支所長権限ということで話を伺っておりますが、支所長権限で、一切その２００万円は使える

のかどうかというところをお伺いをいたします。以上です。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 財政課のほうからご答弁のほうさせていただきます。支所地域活動支援

事業という項目でございます。まず、１点目の２６年の成果ということでございます。地域に

とって最も身近な行政拠点である支所が地域との連携を図りまして、その特性を生かしたまち

づくりを支所の判断により、必要な事業や支援を行うものでありまして、１支所当たり２００

万円、合計で６００万円の予算措置を行いました。現在までの実績でございます。現在まで２

４件で、金額は５３４万４３１５円の実績となってございます。内訳として、地域の特性を生

かした活動への支援が４件で３５万円。それから地域集会所等の維持修繕等が１件で１３万８

０００円。さらに基幹集会所、運動公園等の指定管理施設の維持修繕などが１９件の４８５万

６３１５円の状況でございます。これ執行率に直しますと８９．１％でありますことから、金

額面、予算執行につきましては、おおむね所期の目的どおりの執行状況と考えてございます。

しかしながら、実施事業の内容につきまして、町が実施する地域の拠点施設維持修繕が大半を

占めております。このことを踏まえますと、地域へのＰＲ不足、さらに事業採択の方法等の検

証を今後行って、課題として整理した上で、２７年度につなげていきたいというふうに考えて

ございます。それから２点目の支所長権限という項目でございます。こちらにつきましては、

北広島町役場決裁規程というものがございまして、その制度に基づきまして、事業のほうを執

行させていただいております。基本的には、支所内での完結執行でございます。ただし支所長

と財政課長が同等の立場にあるということでございます、現在は。合議を必要としているとい

うことが現実でございます。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 今も答弁にありましたように、とにかく建物の維持に使われているんです

ね。一つは、地元住民の方の要望に応えていくという取り組みにはまだちょっと遠いなという

感じがいたします。極端にいえば、区長さんが来られた分には対応するとかいうような、そう

いう簡易集会所的な施設がほとんどだったような気がしますが、２００万円じゃ、それしかな

いんかなと思うんです。道路がちょこっと傷んだから、あそこちょっと直せというような金額

じゃないと思います。新年度も同額予算でありますが、もうちょっと補正を組んででもいいか

ら、あまりブレーキかけずに支所長使ってください、足りませんと言えばいいんですから。や

っぱり特色ある地域づくりということで、支所権限で、支所に任された予算ですから、早くな

くなっても大事なことに使うんなら、町民のために使うんならいいと思うので、ぜひそこらを、

これで予算がなくなったから終わりというんじゃなしに、町長の所に頼みにいけば、財政課長

に頼みにいけば補正が組んでいただけるという思いでやっていただきたいと思います。支所完

結型であるけども、合議というとこありました。なるべくスムーズに、これ短時間に対応でき

るというのが最大のメリットですから、よくタイヤがパンクしてというので、示談が成立した

というのが出てきますが、あんな穴ぼこはすぐ対処するように、いつもアスファルトの材料を

支所に置いておくとかいうような形で対応していただければと思います。次に移ります。集落

支援員については、本年度は実態調査が主体の取り組みだったと思います。新年度新たにこの
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集落支援員を指導、統括し、集落対策等の施策を充実するため地域づくりコーディネーターを

配置するとあります。この新たな体制のもと、新年度以降のコーディネーターと集落支援員の

具体的取り組み、あるいは企画課との関係、連携はどう図られるのかということでお聞きをい

たします。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（古川達也） 平成２７年度の集落対策でございますけれども、地域づくりコーディネ

ーター１名をこれ企画課のほうに配置をいたします。主な仕事といたしましては、平成２６年

度から行っております支援員４名の指導、それから集落対策全般の統括ということになります。

また、新たに芸北地域先行して集落対策行っておりますけれども、２名の緑のふるさと協力隊

員を芸北地域のほうに受け入れをする予定としております。具体的な取り組みですけれども、

町内、今予定しておりますのは、８地区において集落の特性を生かした活性化対策事業、具体

的な事業を行っていこうというふうに考えております。また、その他につきましても、地域課

題をテーマといたしました集いの場の創出を行っていきたいというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 今の答弁に出てきたんですけども、芸北の緑のふるさと協力隊というもの

が派遣されておいでになるということでありました。この緑のふるさと協力隊の具体的な取り

組み、ちょっと定かでないんでお聞きしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（古川達也） 地域おこし協力隊というようなものと似通ったものになるかと思います

けれども、地球緑化センターという、これ特定非営利活動法人、国のほうの組織ですけれども、

そこから派遣をされて、その地域に入っていくということになります。期間といたしましては

１年間の派遣という形になります。その地域の中で、その地域の行事であるとかいろいろな活

動に一緒に参加をしていって、そこで活動していこうと。これまでの実績を見てみますと、こ

の緑のふるさと協力隊員の定住率が４割という高い定住率になっておりますので、将来的には、

その定住ということを目標にというか、目指して受け入れをしていきたいというふうに考えて

おります。活動については、その地域全般の中での活動ということになります。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 今の緑のふるさと協力隊、魅力的な芸北でお手伝いをしていただけるとい

うことであります。ぜひ、今の４０％の部分に入るように、定住になるように働かせてあげて

ください。次に移ります。支所提案型事業として支所単位での振興策が出されておりますけど

も、もっと幅広い中長期的な計画が必要ではないのかというふうに思います。ちなみに現在で

は、芸北地域は、せど山再生事業と連携しての薪活事業の推進により自然循環型社会の実現を

図ると。大朝地域は、次世代エネルギーパークとして、展示機能と総合窓口機能を持つ拠点施

設としてわさ環境農業公園内の施設改修や町内エコツアーの実施を行うと。豊平地域について

は、豊平どんぐり荘改修工事で、人口の交流を目指すということであります。千代田地域は開

発センターの耐震化と施設のリフレッシュ工事の実施等であります。支所単位での振興策とい

えるのかなというふうに疑問に思える施策もございます。本来なら定住促進対策、交流人口の

拡大、あるいは雇用の場の創出などに発展させる施策であるべきではないかなというふうに考

えます。例えば、私の思いでありますけども、芸北広域農道のトンネル内から多くの涌き水が

吹き出しております。この活用で豊平地域の上水道の整備、あるいは水源が不足すると、工業
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用水も足りないと、企業誘地に影響が出ているという千代田へこの水を引っ張ってくることは

できないかなというようなことも検討できないのかなと、これは豊平支所長が考えていただく

のか、企画が考えていただくのか、その水を何とか活用してもらいたい。それと、今度は芸北

地域であれば、広大な町有林があります。この林材を計画的に売り払って、毎年５０町歩なら

５０町歩売っていこうと、林材を。１町歩が１００万円なら５０００万円は毎年ありますよと

いう話になります。この資金を基に、これは旧芸北町の町有林だったんだから、特化して、芸

北だけで使わせてくれと。通常予算の別枠でやらせてほしいと、こういう発想を芸北支所長か

ら提案型で出ないかなと。山林を寝かせておっても１円にもならない。もう伐期来ている。こ

れ必ず使って、有効に活用して地域づくりに生かしていくという考えはできないものかなとい

うような考えがあります。大朝は加計山麓ですね。２００町歩の町有林があります。森林資源

の活用も当然ですが、これは場所がいいですから、用地の活用も何とか考えていけないかなと、

大朝支所長の担当であります。このように支所提案型事業を単年度で考えるんじゃなく、もう

ちょっと長期的なというのか、もうちょっと広い範囲で考えるべきじゃないかなというふうに

考えます。全体的には、町長のほうから答弁いただいてもいいんですが、具体的に各支所では、

この支所提案型事業についてどのような体制で、現在どのような取り組みが行われているのか

ということについて、この点については各支所長からお聞きをしたいと思います。以上です。 

○議長（加計雅章） 芸北支所長。 

○芸北支所長（成瀬哲彦） 芸北支所からお答えいたします。芸北支所では、今年度、先ほど来か

ら言われております支所提案型事業の一環といたしまして、芸北オークガーデンの温浴施設に

薪ボイラーを導入しております。ご存じのように、化石燃料から地元産木質バイオマスエネル

ギーへの代替を図りながら、燃料消費の削減とＣＯ２の排出量の削減ということで地域活性化

を目指して行っておるところでございます。こうした内容から、新年度平成２７年度以降は、

この導入しました薪ボイラーの利活用を中心に広くソフト事業の展開を図って、せど山再生事

業と連携した木質バイオマスエネルギーの利用促進を図って、薪の安定消費先をつくりました

り、木に価値を持たせたりすることによりまして、山の適切な管理を復活させ、水源涵養、獣

害防止、環境保全などの多面的な機能を取り戻すこと、豊かな自然をアピールしたいと思って

おります。また、薪の供給受け入れルートの確立を目指しまして、今後長期にわたる安定した

薪の導入、利活用のシステムを構築することが必要だろうと思います。その中、先ほど言われ

ましたように、こちらで作りましたシステムを全町域にも入れていかなければいけないですし、

また、先ほどの財産の利活用にも広く活用していくことが課題であるというふうに考えており

ます。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 大朝支所長。 

○大朝支所長（渡辺義男） それでは大朝支所のほうからお答えします。平成２６年度につきまし

ては、支所提案型事業として、天狗シデの周辺整備を地元と協議しながら行っております。こ

れについては２７年度も引き続き行いながら、用地買収とか、地元主催によるイベント等を行

っていきたいというふうに思っております。それから２７年度につきましては、先ほどありま

したように、わさ環境農業公園の整備等を行っていきたいと思っております。このわさ環境農

業公園は、先ほど言われました加計山麓２００町歩の町有地にも隣接しておりますので、そこ

ら辺との兼ね合いも今後出てくるかとは思っております。蔵升議員が言われましたように、幅

広い計画策定、大朝地域全体の振興計画を考えるということは必要ではあると思っております
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が、現時点では支所では行われておりません。 

○議長（加計雅章） 豊平支所長。 

○豊平支所長（藤浦直人） 豊平地域の支所提案型事業ということで、道の駅豊平どんぐり村を豊

平地域の拠点とした地域づくりとして推進しております。その中で、本年度２６年度ですが、

どんぐり荘改修に向けたどんぐり荘改修基本計画の作成を行っております。どんぐり荘は平成

元年にオープンしまして施設が老朽化しております。改修することで、より地域住民に親しま

れ、交流人口の拡大につながるよう、改修基本計画を取りまとめ、平成２７年度に実施設計、

２８年度に改修工事を計画しております。以上です。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 今の答弁が私が申したとおりの内容しか出てきませんでしたけども、この

支所提案型事業は、単年度程度で実現が図れると思って地域振興を図ろうとされているのか、

これ町長の発案でできた新たな事業ですね。これをもう少し、私も先ほど言ったんですけど、

一つ見えないのが政策立案室がどこにおられるのか、何をやっておられるのか全然見えてこな

いんです、こういう中で。そこらを町長、これをより発展させて支所を拠点とした地域づくり

というのを、もう一度原点に返ったようなお話を聞かせていただきたいなと、もう少し幅広い

計画はできないのかなということを、組織体制もつくってできないかなという思いを、お考え

をお聞かせください。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 議員がおっしゃるように旧町単位での地域全体が活性化できるように進めて

いきたいというものでありまして、地域協議会等とも協議をしながら、住民の方と一緒になっ

て検討していくべきことだというふうに思っております。それから政策立案室もこの支所提案

型事業には大きくかかわっておりまして、一緒になって検討しているというところではありま

すので、今後より一層充実をしていきたいというふうに思います。 

○議長（加計雅章） 蔵升議員。 

○１３番（蔵升芳信） 身近にあって、支所提案型ということで、いろいろ発想を出そうというこ

とでありますので、ぜひ体制づくりをしっかりして、今後も大いに頑張っていただきたいとい

うことであります。最後になりますけども、町長の施政方針のむすびに、地方創生元年、次の

１０年に向け全職員一丸となり、創意工夫による政策立案、実行を行うと謳っておられます。

期待をするところでございますけども、まずは全職員に愛町精神を持ってもらいたい。この町

が好きだという気構えを見せてもらいたい。ふるさと納税に見られますけども、その愛町精神

的なもの、気持ちなり気概が伝わってこないんです、私たちに。町外から勤務される職員のふ

るさと納税についてもいろいろと何度か指摘もしましたし、質問しましたけども、実態をどう

捉えておられるのかなと。ちなみに島根県の海士町では、職員の給与２０％カットして、その

財源をもとに定住化を図っていく財源に充てて、この町を守っていこうと、全職員一丸となっ

て取り組んでおられる。そこまでを求めるわけじゃないんですけども、どうも、時間が来まし

た。そういう職員の気持ちにさせるという思いを育てていくことが大変重要だと思うんです。

創生元年、これからの１０年ということ、全職員で一丸となってと謳っておられます。ここら

あたりについて、どうも一丸となってないように思いますので、これは副町長にお伺いしてみ

たいと思います。 

○議長（加計雅章） 副町長。 
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○副町長（清水孝基） 職員の居住地につきましては、それぞれの事情があり、町外に居住してい

る職員というのがおります。町外居住の職員に対しましては、北広島町の役場へ勤めておると

いう実態の中で、ふるさと納税の趣旨というのも、そこを踏まえながら、管理職会議、もしく

は研修会等の所での説明をしながら、ふるさと納税への働きかけというのを行っているという

のが現状でございます。今後もこれらの趣旨、考え方、町の行っている施策というところの説

明、理解を求めながら、この制度への理解というか、協力というか、そこらのところをしっか

りと求めてまいりたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（加計雅章） これで蔵升議員の質問を終わります。次に、３番、久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） ３番、久茂谷です。支所機能について一般質問をさせていただきますが、

殆ど、さきの蔵升議員のほうから質問なり答弁がありました。簡潔な質問をさせていただき、

私なりの質問をさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。箕野町政が始まりま

して３年目。折り返しの年でございます。継承と創造、輝く町と、なお一層の努力を求めると

ころでございます。平成２６年度支所機能の充実ということで支所提案型の取り組み、また、

支所地域活動支援事業２００万の予算づけ、次長設置による組織の編成がなされたところでご

ざいます。先ほどもありましたように、支所機能の充実ということで、成果、課題ということ

で財政課長のほうから答弁がありましたが、私が思う提案型の事業について、若干どういうふ

うに進んでいくのか、ちょっと違いがあるというふうに感じておるところでございます。その

辺も、あとまた質問をさせていただきますが、２００万の支所地域活動支援事業、今年、平成

２７年度増額になるのかなと思いきや、同じ２００万の予算措置がなされようとしている。こ

の辺が２００万円がいいのか悪いのかじゃなくして、先ほどのように、いろいろな事業へ取り

組むという中で、支所が本当に支所長として、この２００万が有効活用、また、迅速に、スム

ーズに活用されているのかというところですね。先ほどの答弁では、北広島町決裁規程に則っ

て支所長と財政課長とでやっていくという話でありましたが、この２００万の予算をスムーズ

に、支所長の権限において、はい、この事業に使います。あるいは、このことが今起きたので、

これに使いますというふうに素早い対応ができるというのが必要だろうというふうに思うんで

すが、その点について、まずお伺いをしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 支所地域活動支援事業のご質問でございます。２６年度から創設しまし

た本事業につきまして、目的が支所長の権限で迅速に補正予算を待たずに執行していくと。地

域の特性を生かした地域づくりということで創設したものでございます。内容等は４点ぐらい

ございますけれど、先ほど実績の部分でご報告のほうさせていただきましたが、本来の思いと

しては、ソフト部門のところが件数としてはなかったということがございます。課題のところ

で、住民の方へのＰＲ不足があったのではないかというふうに財政課としても認識しておりま

して、この点を踏まえて、２７年度も継続して、新たに要綱等も定めましてやっていきたいと

いうふうに考えております。新年度早々、支所長なり財政課と一緒に会議を持って、意思統一

してＰＲに努めてまいりたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） 今年度会議を設けて進めるという、既にこういったことはやっておかな

いといけない。平成２６年度にやって、この事業に対して取り組んでいくということが必要で

はなかったのか。どういうふうなものに使えばいいのかというのを支所長それぞれが不安を持
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っておられるんじゃないかと、全体の予算、先ほどの道路の問題も出ました。穴があると。凹

凸があるので、これを補修する。それを支所がやる。それはそれでいいとは思うんですけども、

そういう規定がないんじゃないかと。逆に言えば、そういったものは建設課でありますから、

全庁で当たって建設課担当していくものですよというふうなものになろうというふうに思いま

す。私は、支所からの対応ですから、それぞれ地域の住民の皆さんが困っている点について対

応していくというのが、この目的ではないかなというもので、先ほど答弁があったように、早

く規定をつくる必要があるというふうに思います。それぞれ支所長にお尋ねしますけども、先

ほども答弁がありました。平成２７年度、あるいは２６年度の事業についてと、それから今年

の取り組みはよろしいです。その点は理解をしましたから、この２００万円の使途について、

言いにくいかとは思います。けども、スムーズな使い方、住民への対応、住民への緊急の思い

に対して対応ができているのか、その点についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 芸北支所長。 

○芸北支所長（成瀬哲彦） 芸北支所からお答えいたします。今申されましたように、こういった

ことへ対応できているかということでお伺いいただいたことですが、先ほど来からの説明の中

に、どうしてもこのもの緊急性持ったものに充当しなくちゃいけないということで、こちらの

ほうも、今年度そういうことを中心に考えてまいりました。また、新年度いろんな規定をまた

編成する中で、新たなものを決めていこうということでございます。その中で、十分話し合っ

ていきたいと思います。言われましたように、今の段階で、全てのものが使用しやすいという

わけではございませんが、一応規定に基づいて、こちらもやっているところでございまして、

十分な話し合いができればと思っております。以上です。 

○議長（加計雅章） 大朝支所長。 

○大朝支所長（渡辺義男） 大朝支所からお答えいたします。この支所地域活動支援事業を行うに

当たっては一応実施要綱が定められておりますので、それに則ってやっております。財政課と

協議しながら、迅速かと言われますと、多少の協議の時間はありますが、ほぼできていると思

っております。それと、もう一つは、地域の特性を生かした活動ということで、大朝地域では、

新エネシンポジウム開催について補助はしてきましたが、そのほかについてはほとんど施設の

修繕ということになっております。その辺については地域協議会ともいろいろ折に触れて協議

はしてきておりますが、そういった地域の特性を生かした活動への支援を重点を置いてくれと

いうような意見は出されております。以上です。 

○議長（加計雅章） 豊平支所長。 

○豊平支所長（藤浦直人） 豊平支所から、本年度２６年度なんですけど、支所地域活動支援事業

ということで２００万円予算いただいております。この制度が地域にとって最も身近な行政拠

点である支所が地域との連携を図って進める事業というところで、その地域を生かしたまちづ

くりを実践していくために予算の範囲内で執行するというふうに定められております。この制

度が、先ほどもありましたように、地域の特性を生かした活動への支援、補助金、例えば地域

のイベントとか、そういうのに対しての内容とか、あと町有施設の基幹集会所とかがあります

が、その緊急度に合わせた修繕等を行える制度でございます。町内、豊平地域においては、基

幹集会所１３施設あります。それぞれが昭和４２年当時からの施設で古く、結構いろんなとこ

ろで修繕が必要な施設が多い中で、どの施設を優先していかなければいけないかというところ

の調整が大変難しかったです。今年１年検証させていただいて、また、平成２７年度に引き続
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いて実施していく予定でございます。以上です。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） 今、各支所長から答弁があったわけですが、それぞれが使途については

違う部分もあります。その辺を規定しっかりと作り上げる、そして、それぞれ地域の特性とい

うことがあれば違うわけですよね。その辺を考慮しながら、芸北、大朝、豊平の特性を生かせ

るようにつくるべきであろうというふうに望むところであります。それから町長の方針の中で、

本年度も引き続き、本庁、そして１支所当たり各２００万円という表現があるわけなんですが、

平成２７年度には千代田も２００万円を予算化するという理解でよろしゅうございますか。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） お答えをいたします。２６年度につきましては１支所２００万円で、新

年度につきましては、１支所２００万円、さらに本庁、千代田地域につきましても２００万円

の予算化をお願いしているところでございます。以上です。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） こちらのほう、担当課はどちらになりますか。本庁について。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 本庁につきましては、企画課が担当でございます。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） １２月にもいろいろと質問させてもらいましたが、企画課企画課という

ふうに流れていくんで、課長しっかり頑張ってくださいよ。大変業務が多岐にわたるというふ

うに思っておりますが、この平成２７年度、本庁と各支所２００万円の予算措置という予定で

ありますから、先ほども申し上げたように、それぞれの地域がすばらしい発展につながるよう

に、しっかりと目標に目指して執行していただくように望んでおきます。そから、権限につい

ても先ほど触れたのでよろしゅうございます。この２００万円の金額でありますが、あまり使

い道がないようであるなら、こういう事業なくてもいいんじゃないかなと思います。支所提案

型をもう少しウエート大きくしていくというふうに全庁で対応できるもの、先ほど例を挙げま

したけども、道路管理については全庁で管理する、建設課の予算で管理できるわけですから、

あえて２００万のもの支所へ持っていかなくてもいいんじゃないか。そういうふうに私も感じ

ます。スムーズに使えないという、支所長の決裁ですぐ使えないという状況が起きないように

私は望むところでありますが、この点について、いま一度答弁があれば求めたいと思います。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） この事業の内容につきましては、２７年度、より使いやすいものにして

いこうということはございます。制度の中身につきましては、先ほど４点と申しましたけれど

も、正しくは３項目ということで、まず、１点目は地域内の特性を生かした活動支援というこ

とで、１０万円以下ということでございます。それから地域の管理されます施設の維持修繕等

につきましては３０万円、それから地域の管理する施設の維持修繕、調査、原材料支給につき

ましては１０万円、それから町有施設に係る維持修繕につきましては、町が実施する場合は１

００万円なんですけれど、地域の場合は１０万円以下ということでございます。２７年度に本

制度を改正をさせていただくという部分でございますけれど、より運用しやすくするために実

施状況踏まえまして内容を変更してまいります。先ほど議員のご指摘ございましたように、建

設課で地域施工支援補助金というものが既存の補助金がございます。これとの整合性を図るた
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めに対象事業費、それから補助率の設定、それから町有施設、基幹集会所等の備品購入費につ

きましても追加をする予定としてございます。いずれにしても迅速に支所の権限でやっていけ

るように、周知にも努めますし、内部でも要綱も定めまして進行のほうさせていただきます。

以上です。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） 地域づくり協議会であったりまちづくり協議会、それぞれ表現も多少は

違いますけども、そういったところとの協議もなされるだろうと思うので、そういった地域の

団体というか、協議会ともしっかりと連携をするというのが必要かなというふうに思います。

先ほど豊平の支所長、そういったところも触れられておりましたが、地域住民、住民といって

も一人一人のご意見をやれば十色になってきますから、その辺のところも必要かというふうに

思っておりますので、ご検討願いたいと思います。支所提案型につきましては、先ほど答弁が

ございましたので、そこは省かせていただきます。ただ、芸北支所の提案型については、若干

今年はソフト事業というふうに感じるところでありまして、狙いはオークガーデンを充実して

いくんだという柱があるのかないのか、そこら辺をちゃんとつくっていくことが必要ではなか

ろうかと。将来にわたるオークガーデンの発展というか、そういったところを考えるべきであ

ろうというふうに感じます。それから大朝については、今回の天狗シデからわさ農業公園、そ

ういうふうになっていくわけで、その辺も先ほど答弁がありましたような加計山麓を中心とし

た方向、地域づくり、あるいは、人が増える状況をどういうようにしていくかというのも考え

ながら、柱をつくるべきだろうというふうに思うところであります。豊平については、早く懸

案であった改修工事につながるようにしていかないと、どんぐりのここまで充実した地域であ

りますから、なお一層努力していただくべきだろうと思っております。それは一つのどんぐり

という柱があるわけで、そこで、私はいいんではなかろうかと思います。特にやっぱり柱をつ

くって、それに対してやっていくというものが必要だろうというふうに感じておりますので、

この点についてもよろしくお願いをいたします。５番目の上げておりました事業の完了、検査

につきまして、少し質問させていただきますが、５０万円以上の検査あるいは１億であったり、

数億円の事業もいろいろさまざまであるわけでございますが、聞きますと、同様のような書類、

完了検査をする場合に書類を提出しなければならない。こういったところが、事業費安いもの

も、すごい大きな事業するのも同じ書類を出すんですよという、この辺が簡素化できないもの

か、また、支所が検査をできる体制というのがないのか。そうなっているのかわかりませんが、

その点を含めて答弁を願いたいと思いますが、いつも本庁からお越しになって、事業の完了検

査をされておるというのも聞きますが、その点どういうふうなシステムになっているか、答弁

を求めます。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 町発注の公共工事の検査のありようというご質問でございます。現在の

検査の状況でございますけれど、議員ご指摘のように工事以外の業務、それから５０万円未満

の工事の検査につきましては、原則発注の担当課において課長が行っております。５０万円以

上の工事につきましては、財政課のほうに所属しております指導検査官が行っております。検

査におきましては、契約約款、それから特記仕様書、それから共通仕様書に基づきまして行っ

ております。主には完成品の品質確保を重点的に確認をさせていただいておるところでござい

ます。ご質問の金額に応じた提出資料の簡素化につきましては、各種法令、仕様書及び特約事
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項の範囲内において行っておるものでございまして、それを超える簡素化につきましては、品

質の確保の観点からも今のところ考えておりません。以上です。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） ということは、支所で職員が行って見るということも不可能ですよとい

うことになりますよね。それでよろしいでしょうか。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 先ほど申し上げましたとおり、金額によって判断させていただいている

ということで、支所が５０万円以下の工事につきまして発注したものにつきましては支所のほ

うで検査のほうはやっております。以上です。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） 支所のありようという部分になるかと思いますが、決まりごとというの

は、その決まりであるとは思いますが、やはり支所の職員を言い方悪いかもしれません。しっ

かりと動ける体制、動かす体制といいますか、さっきの質問にもあった、本庁へお伺いしてく

ださい。支所へ行っても分かりませんと言う。その分かりませんと言う中にも動けない部分が

ある、今のように。だからもう少し支所の活用をできるような体制、法的なものというのは縛

りがあるわけですから、それはどうこう言うものではありませんけれども、人材はいるわけで

すから、そこのしっかりとした連携をするべきではないかというふうに思います。今申したの

は事業の完了と手続等々でありますけども、その他業務にしても、しっかりとできる人がいる

わけです、職員がいるわけです。ですから、そこへしっかりと、できる範囲の業務を任せられ

るように、全て本庁にお願い、全て本庁に行ってくださいというような状況をもっと脱皮して

いきませんと、支所機能はグレードアップしないのではなかろうかということをつけ加えてお

きます。最後に、職員の研修についてお伺いするわけですが、我が町でも７年か８年ぐらい前

になるかと思いますが、職員の不正、また近年では、近隣の町でもそういった状況が起きてお

ります。職員研修というのは定期的に行われているとは思うわけでございますが、その点につ

いて、研修をどのように今進められているかをお伺いしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 総務課長。 

○総務課長（中原 健） 総務課のほうからお答えをさせていただきます。全職員を対象にした研

修ということでお答えをさせていただければと思いますけれども、まず、平成２５年度におき

ましては、入札、契約事務等の研修というようなこと、それから接遇研修、人権研修、それか

ら管理職の研修ということでやらさせていただきました。また、２６年度におきましては、法

制執務の研修、それから人権研修、それから情報セキュリティー研修というような項目におき

まして開催をさせていただいております。次年度の予定でございますけれども、年間の研修計

画を作成、今からしていきますけれども、その中で、今議員仰せのようなことも含めながら、

職員の資質向上に資するようなメニューを選んで研修計画に盛り込んでいきたいというふうに

考えております。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） 研修は受ければ済むというだけになりますよね。やっぱりそこに対する、

人と人との関わりというのがどうあるべきかというふうになっていくわけですから、やっぱり

心は見えないわけですから、そこらが早くキャッチするというか、職員がどういうふうに思っ

ているのか、どういうふうにしているのかというのは、課長がそれぞれ見ていくんだろうと思
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うんでありますが、研修をしても効果が、研修しただけよとなりがちなところをしっかりと、

それぞれの課長が把握しながら、常日ごろから、こういったことはあった、あるいは、どこど

この町でこういうことがあったよというような注意もしていくことが必要ではないかなと私は

思うわけであります。研修しただけで終わらないように、しっかりとした管理、徹底を望むと

ころでありますが、それについて答弁があれば求めます。 

○議長（加計雅章） 副町長。 

○副町長（清水孝基） 職員研修、業務研修もありますし、もろもろ研修もさせていただきます。

民間へ行っての研修等も昨年実施をさせてもらいました。研修の成果が少しでも、一歩でも出

せるように、また、各管理職監督研修等について、どういうことが今求められているのかとい

うところもしっかりと把握をしながら、職員とともに業務を進めていかれる体制づくりをして

いきたいというふうに思っております。よろしくお願いをいたします。 

○議長（加計雅章） 久茂谷議員。 

○３番（久茂谷美保之） 業務に当たっては、常日ごろからそういう危機感を持っていくように、

常日ごろから、そういう声が言葉が出るように、職員同士で、町民のためにやらないといけな

いというところの意識を向上していただくよう望み、私の一般質問を終わります。 

○議長（加計雅章） これで久茂谷議員の質問を終わります。暫時休憩をいたします。午後１時よ

り再開をいたします。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午後  ０時 ０１分  休 憩 

 

午後  １時 ００分  再 開 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） 休憩前に引き続き一般質問を続けます。次に、６番、森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） ６番、森脇誠悟です。さきに通告をしております本町の地方創生、まち・ひ

と・しごと創生、の取り組みについて、若者定住促進支援と小規模農家の支援策、大きくこの

２点について質問をいたします。昨年１１月に地方創生法が成立をし、政府は、２０１５年度

から５年間で取り組む人口減少対策や地域経済活性化策の工程表と５年後の数値目標を定めた、

まち・ひと・しごと総合戦略を策定をいたしました。それに基づいた国の補助金を得るために

は国の総合戦略を勘案した本町の実情に応じました北広島町総合戦略を策定しなければなりま

せん。本町の基幹産業であります農業を初め商工業、教育、福祉、観光等、全ての分野におい

て町の振興策を展開をしていく必要があろうかと思いますが、町長は、平成２７年度施政方針

で６つの施策テーマのうち、特に若者定住を中心とした定住対策及び集落支援、観光振興、健

康対策事業など総合的な施策による地域活性化を機軸にして予算を重点配分したと述べられて

おります。そこで第１点目で、人口減少対策としての若者定住促進支援について質問をいたし

ます。若者定住対策として、結婚、妊娠、出産、育児、子育ての切れ目ない支援が必要である

というふうに考えますが、まずは、結婚、婚活の支援について質問をいたします。本町には、
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結婚しない、あるいはできない若い方が結構な人数いらっしゃるんじゃないかというふうに思

います。以前、国勢調査のデータによりまして、本町の独身の人数を把握をしたことがあった

というふうに記憶をしておりますけども、そういった最近のデータがあるのかどうか今わかり

ませんけども、国立社会保障人口問題研究所が行った平成２２年出生動向基本調査によります

と、適当な相手にめぐり会わないという理由で、結婚されてない方が１８歳から２４歳の男性

は３１％、女性は３５％です。２５歳から３４歳の少し年齢が多くなりますと、男性は４６％、

女性は５１％になっております。結婚しない人はさておきまして、できない人に対しては、行

政が何らかの支援をしていかなければならない、そういった社会状況じゃないかというふうに

考えます。県内でも行政が直接取り組みを始めた自治体も出てきていると言うふうに聞いてお

りますが、町長のお考えをお聞きをしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清水孝幸） 婚活支援についてということでございます。福祉課からお答えをさせて

いただきたいというふうに思います。ただいまお話のありました婚活のサポートが必要ではな

いだろうかというお話でございます。婚活に特化したサポート窓口ということについては、今

のところ考えを持ってはおりませんが、しかしながら、本町の少子化問題に対するために、結

婚、妊娠、出産、育児、先ほどおっしゃいました、切れ目のない支援を行う若者定住促進を目

的とした仕組みづくりについては積極的に進めてまいらなければならない、このように考えて

おります。具体的には、２６年度に魅力アップ講座というのを開催をし、７０名余りの若者の

結婚支援を行ったところでございます。来年度におきましても出会いサポートや広島県が立ち

上げております、広島出会いサポートセンターの紹介やイベント紹介などを窓口に来られた場

合にはご紹介をさせていただく。また、直接の婚活支援には当たらないと思いますが、次の取

り組みとして、子ども・子育て家庭を支援する包括支援センター的なものを設置を、この創生

戦略会議の中で考えていけたらなというふうに思っております。このセンターにつきましては、

専門スタッフを配置し、結婚から乳幼児、就学までの相談支援や子育て家庭への支援を動線で

結びつける、このようなことを行いながら、切れ目のない支援につなげていきたい。このよう

に考えておるところでございます。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 今、福祉課の取り組みについてご答弁をいただきましたけども、今、一番婚

活につながるということで、商工会の青年部が２年、３年になりますか、２年ぐらいですかね、

取り組んでおられます婚活イベントに補助金が町のほうから出ております。手弁当で開催をさ

れておりまして、補助金額の増額が必要ではないかというような質問を以前させていただいた

ことがありますけども、主催者からは、町は補助金を出しておけば、もう事は足りるんじゃな

いかと。本気で婚活支援をしようというふうに思っておるんだろうかというふうな声もお聞き

をしております。先ほど福祉課からもありましたように、結婚推進効果を上げるワークショッ

プなり講座を開かれているということでございますが、行政はもっと前に出て支援をする必要

があるんじゃないかというふうに考えます。そういう時代になっているんだと思います。結婚

支援は民間もやっていますが、それでは不十分だと、行政が手を出す分野じゃない。そういっ

た引っ込みの姿勢ではなく、そこまでやるんかというふうな積極的な姿勢を見せることが今は

必要なんじゃないかというふうな思いもしております。結婚相談や婚活のイベントプロデュー

ス等、幅広い婚活サポートを総合的に推進する窓口を設置する必要があるんじゃないかという
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ふうに思います。先ほど福祉課のほうからは、特化をしたところは今のところないということ

でしたが、その窓口を設置する専門の担当者を置くという考えはないか、お聞きをいたします。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清水孝幸） 再度、専門の窓口ということでございますが、先ほどのお答えのように

福祉課としてはなるんですけども、現在のところ考えるには至っておりませんが、今後地方創

生の戦略会議等で、その辺のところも具体的なものが出てきたりすることもあろうかと思いま

す。また、時代の流れもあろうかと思います。その辺のところは加味して、今後柔軟な姿勢で

考えていかなければならないというふうに思ってます。まずは、そのサポート窓口、ちょっと

極論ではございますが、役場の福祉課に来られて登録をして、婚活をしたいんだがと言うふう

に来られる方がどれだけいらっしゃるだろうか。中には随分いらっしゃると思います。ただ、

あまりにも身近過ぎて、その辺のところがどれだけの効果が出てくるかということも考えなけ

ればならないというふうな思いを持ってます。むしろ広島県が窓口を持っております。登録を

されて、そこを紹介する中で広域的なちょっと恥ずかしくはない広島県の登録をして、その婚

活をしていくというようなことも、広島県のほうも考えておりますし、北広島町のほうもそこ

ら辺のところの支援をしていきたいというふうに思っております。先ほど述べましたように、

直接のサポートというよりも、婚活をする要素に足りる、その人の魅力アップであるとか、ま

た会いたい人になるためであるとか、そういった側面からのサイドからの支援は福祉課として

はしていきたいと、このように考えております。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 町の、先ほども私のほうから言いましたように、施政方針の中では、若者定

住を重点に置いてやっていこうということでございます。福祉課だけの話でなくて、今の商工

会の補助金等は商工観光課のほうからの予算から出ているんじゃないかというふうに思います

けども、そういったいろんなところの連携が必要だと思いますし、福祉課とそういった具体的

にイベントをされておる商工会の青年部と福祉課がどういった連携がとれるかというのもあり

ますし、町全体としての横断的な取り組みが必要になってこようかというふうに思います。そ

ういった取り組みが具体的に、強力に推し進めれる、その体制をとっていただきたいというふ

うに要請をしておきます。次に、不妊治療の助成拡大について質問をさせていただきます。 

１年前になろうかと思いますが、同じような質問をさせていただきました。そのときには、不

育症の治療、要は妊娠をするけども、なかなか出産までいかない。そういった治療をすること

については、これまで町としては助成がされてなかったということで、新しく昨年の中途から

予算化をされました。不妊治療助成については、現状のままで増額をしないという答弁でござ

いました。過去の実績をこの１年、どういうふうな状況になっているか、お聞きをしたいと思

います。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 保健課から不妊治療の助成の状況についてお答えをしたいと思います。 

本町が実施をしております不妊治療費の助成につきましては、平成２２年度から開始をしてお

ります。平成２２年度２名だったんですけれども、平成２６年度今年度は既に、もう少し期間

ありますけれども、８名の方が申請をされております。当町の不妊治療の助成ですけれども、

広島県が行っている不妊治療の助成費を差し引いても、さらに自己負担がある方について、治

療費１回当たり１５万円を限度として助成をさせていただいています。１年目には、年に３回



 

- 64 - 

まで、２年目以降は年に２回、通算５年間で、通算の１０回を超えない程度ということで実施

をしている状況でございます。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 助成を希望されて助成金を出した方は、２６年度は今のところ８名というこ

とでありますが、それが出産に至った件数というのがわかればお願いいたします。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 個人が特定されてはいけませんので、年度は申し上げませんけれども、

今まで５名の方が妊娠をされております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 県内では三次市、もう一つ県内で町が実効性のある少子化対策として取り組

んでいるんですが、これは来年度からは全額助成を始めるということです。新聞にも、中国新

聞にも大きく取り上げられました。昨年の１１月か１２月だったと思いますけども、一面に大

きく取り上げられました。１回当たりの治療費は高いもので９０万円ぐらいかかるというふう

に、その新聞報道ではされておりました。自己負担が９０万円要るということでございます。

また、そういった体外授精等の治療をするためには広島市内まで通って治療を受けなきゃいけ

ないという現状もあります。負担が大きく、治療を諦める人もいるということではないかとい

うふうに思います。先ほど助成の中から５名の方が出産をされて、おめでたがあったというこ

とでございます。大胆な試みかもわかりませんけども、人口減少の歯止め対策として全額補助

を本町も三次市に続いて実施をしていく、踏み切る考えはないか、お伺いをいたします。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 子供さんが欲しくてもできないご夫婦の悩みというのはすごく深いもの

があって、支援をしていかないといけないというふうなことは保健課のほうも思っております。

今現在、２７年度から全額助成を決めているのは三次市と神石高原町がされているというのを

新聞で私たちも知ったわけですけれども、当町も実際には１００万近い金額を負担されている

現実がありますので、今現在、開始を決めておられる市町の状況も聞かせていただきながら、

今後、拡大助成についてはまた検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） もう少し質問をして、また、今のことについては、また改めて質問させてい

ただきたいと思いますけども、不妊の原因というのは半分は男性にあるというふうに言われて

います。現在の不妊治療助成というのは女性の方に限定をされていると思いますけども、男性

の治療にも適用できるような、そういった拡大をするお考えはないでしょうか。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 当町では、まだ男性の助成については、助成を行っておりません。先ほ

ど議員もおっしゃったように、不妊に悩むご夫婦、カップルのうち約１割はその原因がはっき

りしないというふうなことです。あとの９割について、男性のほうに原因がある場合が３分の

１、うちのほうが把握しているのは女性の方に原因がある場合が３分の１、双方に原因がある

場合が３分の１というふうに聞いているんですけれども、男性のほうの検査や治療につきまし

ては医療保険の適用になる場合もあります。また、自費となるものもございまして、その検査

の種類とか内容がすごく幅広いものがあるわけですけれども、保健課のほうで調べさせていた

だいたら、検査については３～５万円から１４～５万円の検査の料金でした。また治療費は別
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になろうかと思うんですけれども、このたび広島県のほうが平成２７年度から男性女性カップ

ルで検査を受けられる場合には、その助成をするというふうなことをこの３月議会で提案をさ

れるというふうに聞いてて、詳しいことは、まだ可決をされないからといって教えていただけ

なかったんですけれども、県がそういうふうに平成２７年度から開始をされるのを、その状況

を見させていただいて、当町もそのことについても検討させていただきたいというふうに考え

ております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 県もこのことについては、きのう閉会をしたということで、具体的なこと、

私もまだ存じておりませんけども、そうした少子化対策への専門の窓口を新しく設置をしてい

く方向であるんだというふうなこともちょっと耳にしております。先ほど来ありますように、

よその市町を見る、県の様子を見るという答弁でしたけども、やっぱり人口減少対策、切れ目

のない支援をやっていこうということで、先ほど言いました婚活、まずは結婚しなければどう

もならんということがあろうと思います。結婚をしたけども、やはりなかなか思うように出産

できない方がいらっしゃる。そういったところを本気で思い切って支え合い、力入れてるなと

いう対策といいますか、取り組みをアピールをしていかなければいけないのじゃないかという

ふうに思います。全国的に言いますと、来年度からは卵子の凍結保存への支援をやっていこう

という自治体も出ています。これは大学の医学部等がそういった専門的に研究なりしていると、

そこに何千万かの助成金を出して、それをもう少し進歩していくような取り組みもやっている

自治体も出てきている状況です。周りの様子を見るということもありますし、全てのものに予

算化をするというのは厳しい財政の中で難しいかもわかりませんけども、重点施策としてやる

という思いがあるならば、もっと大胆な取り組みをする必要があるんじゃないかというふうに

思いますけども、町長の見解をお伺いをしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 先ほども少し担当課のほうからお答えをさせていただいておりますが、これ

から総合戦略をつくっていくという中で、こういった部分も大いに議論をしていきたいという

ふうに思っております。いろんな施策が考えられるというふうに思っておりますが、その中で、

どれが一番効果が上がるか、どれを一番重点とするかというようなところもあわせて議論を進

めていきたいというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 今、町長のほうからもありましたように、総合戦略、長期総合計画、もう目

の前に迫っておりますので、ぜひともきめ細かな議論をしていただいて、北広島町の若者定住

への取り組みがＰＲできるような施策をぜひとも新しく作っていただきたいと要望したいと思

います。次に、子育て講座の開設についてお伺いをいたします。全員協議会等でもいろいろ報

告受けましたけども、出産をして小学校に就学前までの取り組みにつきましては、福祉課なり

がいろんな包括支援センター等で具体的な取り組みをされている状況があろうかと思いますけ

ども、これは大変いい取り組みだなというふうに私も評価をしております。ただ就学後、小学

校に入学してから中学校、その子供に対する子育てというか、家庭での教育のありようという

のがどうも見えてこない。私から見れば、ちょっと不十分じゃないかというふうに思っており

ます。社会教育としてのそういった小学生を持つ親への取り組み、家庭教育学級というんでし

ょうか、そういったことがどうも影が薄いような気がしてなりません。以前は、社会教育のあ
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り方として、婚活に向けたそういった行政参画の事業等も社会教育のほうでできないだろうか

という提案をさせていただきましたが、あまり前に進んでないようでございますので、今度、

子育ての切り口から質問をさせていただきたいと思いますが、今、教育委員会、特には社会教

育のほうでどういった取り組みをされているのか、公民館等でお聞きをしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（石坪隆雄） 社会教育の立場で子育ての講座をということでございますけども、

今現在、主体的にこの講座に取り組んでいるというような状況はございません。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 今、社会教育、以前の質問でもこういったこと私は発言をさせていただいて

おりますけども、古い歴史的な取り組み、吉川さんであるとか、花田植であるとか、そういっ

たものは結構いろんな講座なりイベント等やられていると思いますし、スポーツ振興も温水プ

ール大きな事業があったので、なかなかほかのことには手が回らなかったということも考えら

れますけども、今、青少年の犯罪と言いますか、非行がだんだん低年齢化をしているという話

も聞きます。直近では川崎市で痛ましい事件がありましたけども、私も山県警察署管内の少年

補導協助員のお世話をさせていただいて、不十分ですが、お手伝いをさせていただいておりま

すけども、その中でも、今、中学生をいろんなターゲットといいますか、中学生を中心にそう

いった見守りをやっていこうということで来ておったんですが、県下の状況を見ても、だんだ

ん低年齢化をして、小学校まで来ているというふうな話をお聞きをしております。ぜひとも教

育委員会も、以前は親業とかいうふうな講座をやっておりましたし、そこに参加をされた方は

大変参考になったというふうな声をお聞きをしております。ぜひともそういったものを開設を

していく必要があるんじゃないかというふうに思いますが、教育長の見解をお伺いをしたいと

思います。 

○議長（加計雅章） 教育長。 

○教育長（池田庄策） 社会教育と学校教育を分けて子育てであるとか、子どもたちの健全育成を

今後は統一的にやっていきたいなというふうに考えています。これまでは社会教育と学校教育

は一定程度仕分けといいますか、事業等も別でございましたけども、今後は教育委員会は、事

前の流れの中で取り組みをする。先ほどもお答えをいたしましたけれども、ふるさと学習とい

う中で、家庭、地域、学校、全て一緒になって子どもたちの成長を見守るという取り組みを開

始をしていこうと思っております。まだ具体は持っておりませんけども、特に今後のふるさと

夢プロジェクトで、議員おっしゃるような形もぜひとも進めてまいりたいというふうに考えて

おります。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 子育てにしても、子どもの教育にしましても、すぐに単年度で成果が上がる

というものでもありませんので、先ほど教育長のほうから答弁のあったように、実のある施策

をぜひとも考えていただきたいというふうに要望させていただきます。次に、医療費助成の適

用範囲拡大の検討についてということで質問させていただきたいと思いますけども、町長の公

約でもありますし、施政方針の中でも、医療費助成制度は継続し、昨年１年間の成果を検証し

た上で高校生まで対象とするということで、引き続き検討していくというふうに言われており

ますけども、今の検討されている状況、今の状況で構いませんので、まだ１年きちっと終わっ

て予算的なこともまだ締めができてないと思いますが、今の検討状況をお伺いをしたいと思い
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ます。 

○議長（加計雅章） 町民課長。 

○町民課長（輪田孔俊） それでは、ただいまの質問に町民課よりお答えいたします。子育て世代

の医療費助成制度として平成２６年４月から中学校まで入院、通院を助成範囲とするように拡

大し、実施してきております。範囲を拡大したということで子育てをされる世代への支援には

大いにつながっているというふうに考えております。適用範囲の拡大につきましてですが、制

度拡充から実際のところまだ１年間経っておりません。年間を通じての実績というのもまだ見

込みというところでございます。制度を新しく拡充したときに最初の年と２年目以降、その辺

のところの受診率というところがどう変化していくかというようなところも見ていく必要があ

ると考えております。その動向なりを把握、検討する中で、助成額がどの程度必要となってい

るのかという推計を行っていく必要があると考えております。どちらにしましても、適用の対

象の拡大ということになりますと、新たに財源を確保していくというところが必要となってま

いりますので、今後の課題として総合的にその辺のところは考えていきたいというふうに考え

ております。以上です。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 公約を立てられてもう丸２年、もう３年目を迎えようとしております。高校

生まで拡大をしていくというのは、もちろん賛成の声もあろうかと思いますが、義務教育だけ

でいいんじゃないかという声もあるのは確かだろうというふうに思います。どっちにしまして

も、今、町民課長のほうから財源が伴う、当たり前のことです、それをよく承知で公約として

上げられたことと思います。どっちにしましても早い段階での決断が必要じゃないかというふ

うに思います。町長いかがお考えでしょうか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） これについては公約に掲げさせていただいておることですから、優先的には

考えていきたいというふうに思いますけども、先ほども申しましたように長期総合計画、ある

いは総合戦略等、これから作っていくという中でありまして、そういったところも加味しなが

ら検討していきたいというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 期待をしております。次に、時間がもうありませんので、次の小規模農家の

支援策についてお伺いをしたいと思います。これまで農業、大変厳しい状況の中で米価は下が

る中で、少しでもコストを下げていこうという元気な農業をしていかなければいけないという

ことで法人化、あるいは、その前は営農組合を結成をして、農地の拡大、大型化を進めてきた

ところでございますけども、そうは言いましても、なかなか大型化になれない小規模農家も実

際はあるわけでございます。そこでお聞きをしますのが、農業法人等の大型化をした農業のや

り方と、飯米百姓を少し大きくしたような小規模農家のそれぞれの生産コスト、水稲について

の生産コストわかればお伺いをしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） 農林課から回答させていただきます。広島県が平成２１年度に調査をし

たデータで、統計数値から推計をしました個別経営資産のデータと集落法人平均経営データの

比較によりますと、反当あたりの農具費、肥料費などの売り上げ原価、これは個別経営で約１

２万６０００円、集落法人で約４万４０００円と大幅な低減が図られていることがわかります。
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また、経常利益で見た場合は、個別経営は約３万３０００円の赤字に対し、集落法人は約９０

００円の黒字となっており、４万２０００円の差が生じております。なお、集落法人の場合は、

労務費等に代表されます集落に還元されるお金、これを含めた集落農業所得は約５万８０００

円となりまして、個別経営との差が９万１０００円とさらに大きくなっております。以上でご

ざいます。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 納得をいたしました。ただ、これは古いデータですので、まだ米価が高いと

きですので、それを１００％、それはやっぱりいいんだというわけにもいかないと思いますし、

大型機械も導入して高くなっている状況ですし、一概にはこの数字がどうなのかという思いも

しますけども、大型化をすればコストも低いということだろうというふうに思います。問題は、

小規模農家のどういうふうに元気づけるかということでございますけども、これまでも小規模

農家の活性化ということで、道の駅等中心にした産直市等いろいろ取り組んできたところです

けども、例えば大根１本するにしても、白菜を一つ出すにしても、結構高齢の方がされている

方が多いとは思いますけども、なかなか手間隙がかかって難しいというふうなのがありますし、

金額的にはそう高く売るわけにもいかないという、手間の割には収益も少ないということで、

以前からずうっと言われておりますけども、６次産業といいますか、物を加工して販売して少

しでも付加価値をつけて高く、収益を上げていくという取り組みが必要だと思いますし、これ

までもそういった取り組みはされていると思いますけども、もっと行政が主導的な立場に立っ

て、もちろん農家もですが、商工業、あるいは観光、それから学校、子ども、生徒、大学生、

高校生、それから学者と言われる方も含めた、そういった連携した商品開発をできる仕組みづ

くり、施設を造れというんじゃないんですが、そういった人と人とのつながりといいますか、

人材育成の観点からそういった仕組みづくりが必要じゃないかというふうに思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（加計雅章） 農林課長。 

○農林課長（山根秀紀） まず、加工品の創出等に対して取り組んできました内容について、まず

お話をさせていただきます。特産品、加工品の商品開発につきましては、ハードルが高く、条

件の厳しい国の事業では取り組めない農家等のために、平成２５年度から町独自の施策として、

新たな農業へのチャレンジ事業を創設をして、地域の活性化と農家所得の確保、向上を目的と

して、各産直施設への出荷拡大を図り農業の元気回復につなげるために、町内各地域の農林産

物の資源を活用した加工品の創出に対して支援を行ってまいりました。また、さらに平成２６

年度から小規模、あるいは家族的農業、いわゆる小さな農業の元気回復を図るという基本的な

考えのもと、産直事業の活性化をテーマに、産直施設へのさらなる出荷拡大を促進させるため

の事業として、農産物供給力強化事業、これを創設をして取り組みを進めております。現在は

９団体が事業に取り組まれており、さらに事業相談は継続的に問い合わせが来ている状況でご

ざいます。しかし個々の団体がこれら事業に単独で取り組まれているために品目において競合

するものもあり、産直における出荷者の協議会はあるものの、特産品、加工品生産者に関して

の出荷連携がないのが実態となっております。このような状況の中で、今年度から知識と経験

のある専門業者の活用により、産直施設における特産品開発も含めた課題点を明確化し、小規

模農家の所得向上、農産物の販路拡大を実現できる中長期の戦略を明確にした計画を策定する

こととしております。また消費者が求めている商品が提供できるように、品評会等の開催によ
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るスキルアップに向けた施策も必要であるというふうに考えております。今後の展開としまし

ては、町内地域資源の農産物で、中食、外食産業も視野に入れた商品の開発を促進させるため

に、議員が言われましたように、大学や研究機関を活用した成分分析、効果、効能評価、また

学生の発想による商品名やパッケージ等のデザイン企画など、大学等との参画による発想の転

換を取り入れて、その商品の流通や販売先については商工会等との連携、協力をいただきなが

ら、北広島町ブランド商品の開発により、農家の所得向上につなげていくことを検討してまい

りたいと考えております。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） きのうの新聞だったと思いますけども、一面に、政府もようやく地方の特産

品というふうなことに本腰を入れるということで、安倍総理もふるさと名物を応援をしていこ

うというふうに施政方針で述べておられます。今地方創生が議論されているところで大きなチ

ャンスだというふうに思います。ぜひとも、先ほど教育長のほうからありましたように、ふる

さと学習等も含めて、そういった商品開発等にも、子供さんの知恵もお借りをしながら、幅広

い取り組みができるよう、若い人が元気になれるような、そういった地域を、ぜひ次の総合戦

略なり、長期総合計画でも考えていただければというふうに思います。次に、広島県との連携、

あるいは要望活動についてでございますが、町長は、県との連携や県への要望は重要であると、

今後も引き続いてやろうということでございます。町のホームページを見てみますと、町長が

県にどのぐらい行かれたかというのがどうもはっきりわからないところがあります。協議会な

りそういった会議のついでに行かれるというふうなことはあるのかもわかりませんが、県との

連携、要望というのは大変重要だろうというふうに思います。今、地方創生ということで、国

からいろんな補助金がおりてくる中、県がそこでいろいろかみ砕いて、広島県の状況に応じた

事業を作っていくんだと思いますけども、その町がいろんな連携なり要望していく中で、県の

ほうも、よし、これは本気でやってくれるんだなということになれば、その町の事業が展開で

きるような法の規格外に外れてはいけませんけども、その中で使いやすい事業も考えてくれる

んじゃないかというふうに思います。そういった意味で、町長のトップセールスという言い方

は変かもわかりませんが、どの程度、今県のほうへ行って、いろんな具体的な要望なり連携を

とられているのかというのをお聞きしてみたいというふうに思います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 今回の地方創生の取り組みについては、県、国との連携も必要にはなります

けども、基本的には地域で知恵を出して、アイデアを出して、その地域にふさわしい取り組み

をつくっていくというのがまず基本になろうと思います。国は、地方創生ということで、今動

いておりますし、広島県のほうは中山間地域振興計画というものを昨年暮れに作って、各中山

間地域の市町を支援をしていく、一緒に取り組んでいくということで、今進めておるところで

あります。本町の思いと合致する部分は大いにここらを活用させていただいて進めていきたい

ということで、県の担当部局のほうと連携をとりながら進めておるところであります。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） 昨年の１２月に県のほうで中山間地域振興計画が策定をされて、来年度の予

算の中で、県議会のほうでも、いろんな地元の中山間地の選出議員が当初予算ではどうも配分

が少ないじゃないかと、新しい目立った事業がないじゃないかと言う苦情の質問を何名かの方

がされております。もっともっと要望活動していかなければいけないんじゃないかというふう
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に思いますので、県がそういった振興計画をつくっているので大丈夫だというような状況じゃ

ないというふうに思います。要望活動ということで、広島県内陸部振興対策協議会というのが

昭和４３年設立をされて、内陸部の同じ課題を持った市町が手を携えて県に要望していこうと

いう会でありますけども、この構成メンバーが７市町の町長、市長、それから議長、それから

地元選出の県会議員の三者で合わせて２０名ぐらいの協議会でございますけども、残念なこと

に山県郡選出の県会議員は、これに名が入ってないのが大変残念に思うんですけども、この要

望が大変重要じゃないかと思いますけども、一例を挙げて話をさせていただきますが、ここに

昨年の１０月２７日にその協議会で県のほうに出された要望書でございます。わかりやすく土

木の関係だけで話をさせていただきますと、一般国道の要望が１７カ所、うち北広島町が１カ

所の要望です。主要地方道、全部で２６カ所の要望が出ております。これ国道、県道ですけど

も、北広島町は１カ所です。一般県道の要望でございます。全部で４３カ所要望が出ておりま

すけども、北広島町は３カ所でございます。河川改修でございます。全部で６５カ所要望が出

ております。北広島町は３カ所です。いかに北広島町が要望活動も不十分であるかというふう

に思います。そこをどういうふうに、今町長もこの協議会に入っておられますし、町も負担金

を１２、３万の負担金を出していると思いますが、この状況をどういうふうに捉えられている

のかお聞きをしてみたいと思います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 内陸部の協議会につきましては、今、部分的な紹介がありましたけども、農

業政策等も含め、多岐にわたった要望をしておるところであります。道路関係につきましては、

まとめた形の言い回しになっている部分もあったりしますので、そういう形に見えるかもわか

りませんけども、各現場では、その一つの路線であっても、何カ所かというものは県のほうに

は伝わっておりますし、そういう要望はしておるところであります。いずれにしましても、そ

ういった要望については内陸協だけじゃなく、ほかな要望する機会も数多くありますので、そ

ういったところで随時要望しておるところであります。個別に行かせていただいての要望も当

然あります。 

○議長（加計雅章） 森脇議員。 

○６番（森脇誠悟） もう時間がありませんので、まとめさせていただきたいと思いますけども、

限られた厳しい財政の中で、当面の課題について解決をしていくというのはもちろん必要であ

りますけれども、先ほど来ありますように、長期総合計画、地方創生に沿った総合戦略を策定

をしていくときでございます。そうした中で、６つの施策テーマのうち、特に定住対策につい

ては重点を置くということでございます。本町においても、先ほどから言いますように、大胆

な取り組みをしていかないといけんものについては本当に大胆に取り組んでいただいて、広島

県一、あるいは日本一な町になるんだと。そういった実現をしていくんだという心強い決意が

必要じゃないかというふうに思います。どこの県知事だったか忘れましたけども、６つの施策

をほんまに日本一にしてみせるんだという、やるからには効果も出してこなければいけんと言

うことでございます。最後に、町長力強い思いと言いますか、決意をお伺いをして、私の質問

を終わりたいと思います。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 施政方針でも申し上げましたように、地方創生元年というふうに捉えて取り

組みをしていきたいというふうに思います。ただ、これまでも人口減少に歯どめをかけたいと
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いうようなことで施策も数多く打ってきたわけであります。全国のどこの市町もそういう対策

は打ってきておるわけですが、なかなか、こうすればこうなるという単純なものではないとい

うふうに思っております。そうした中で、当町としては、社会動態がプラスに平成２５年度か

ら転じてきておるというところの現象もあります。こうしたところをますます伸ばせていくよ

うに、職員一丸となって取り組んでまいりたいというふうに考えております。よろしくお願い

します。 

○議長（加計雅章） これで森脇議員の質問を終わります。暫時休憩をいたします。２時５分より

再開をいたします。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午後  １時 ５４分  休 憩 

 

午後  ２時 ０５分  再 開 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） 再開をいたします。次に、１６番、大林議員。 

○１６番（大林正行） １６番、大林正行でございます。通告しております安心・安全な子育て環

境、そして公共施設の老朽化対策の２点について質問いたします。まず、安心・安全な子育て

環境についてでございます。安心・安全な子育て環境については、さまざまな問題があります

が、その中から、私は登下校における安全問題と、いじめに関する切り口で質問いたします。 

  昨今、登下校中の子どもの列へ車が突っ込む交通事故や不審者の出没、また学校や放課後にお

けるいじめなど、子どもが被害者となるさまざまな問題が全国各地で発生しております。この

ような事故や犯罪を行政と地域が協働し、未然に防ぎ、安全で安心な子育て環境をつくること

は町民の願いであります。また、安心して子育てできる環境が整っていれば、若い人たちも北

広島町で子どもを育てようという機運が盛り上がり、ひいては若者の定住促進や少子化対策に

もつながると考え、次の事項について質問いたします。まず、小学生の登下校時の見守り活動

についてであります。私の住んでおります本地古川地区では、１０年ぐらい前、小学校までの

通学距離が３㎞と一番長く、また不審者情報など子どもたちを不安にさせる事象が発生してい

たこともあり、部落長や老人クラブの発案で地域の子どもは地域で守ろうということになり、

子ども見守り隊が結成されました。現在、１３人の子どもたちを１１人の見守り隊が交代で毎

日登校時と下校時に付き添い、見守り活動しております。そこで、その他の地域における子ど

も見守り活動の実態はどのようになっているのかお伺いいたします。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） 子どもの見守り隊の状況ということで、学校教育課のほうからご答

弁させていただきます。今現在、小学校９校ございますけれども、地域で見守り隊という組織

を結成されているのは３校というふうに把握をしております。そのほかの学校では組織化がな

いだけで、地域の住民であるとか、民生児童委員の方であるとか老人クラブ、女性会、ＰＴＡ

等々で毎日登下校の見守りをしていただいているところもありますし、月に１～２回という状
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況もありますけども、全ての学校で見守りの状況はございます。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 今のご答弁では、それぞれやり方は違っておるけれども、全ての学校で取

り組んでおられるということでございましたけれども、組織をつくっておる所、あるいは毎日、

そうでないと。いろいろあるようでございますけれども、このような活動について、教育委員

会としてはどのように受けとめていらっしゃるのか。あるいはどのような見守り活動に対して

支援を行っておられるのか、おられないのかお伺いしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） 見守り活動についての町の受けとめと支援ということでございます

けれども、登下校時の児童生徒の安全確保、地域で全体で見守っていただくということ、それ

なおかつボランティアでやっていただいているので、非常に感謝をしております。支援の状況

でございますけれども、具体的に金銭的な面の支援とかというのはありません。しかしながら、

山県警察署と連携いたしまして、見守り、登下校時について巡回を依頼をしておりますし、少

し以前ですけども、スクールガードというふうな形で活動していただいておりますので、ベス

トを学校にお配りをしたというふうな実態がございます。そのほかには、特に支援という形で

は、町も教育委員会も具体には動いてはおりません。以上です。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 今の答弁で、支援については、特に金銭的にはないということでございま

したけれども、地域の子どもの見守り活動というのは、もちろんボランティアで参加しており

ます。それで、そういった意味で、みんな素人がやっておりまして、もし見守り活動中に、子

どもについて歩くわけでございますけれども、事故とか事件に出くわしたらどうしようかとか、

自分にその責任がかかってくるのではないかとか、そういったような不安もあります。そうい

ったことで、私も行政からの支援として、先ほどベストを配ったり、警察のパトカーが確かに

回っておられます。そういったことに加えまして、例えば見守り隊員の方に保険を掛けていた

だけるとか、あるいは、ついて歩きましても横断歩道を渡ったりすることとかいろいろありま

す。その時のやり方というのが、それぞれ我流でやっておりますので、本当にそれでいいんだ

ろうか。特に凍結した時なんか、横断歩道で車を止めますと後続車が追突しそうになったとか、

そういったような、特に冬場はまだ７時ごろには薄暗いと。雪が降ってたらよく見えないと。

そういった時に、どのような子どもの見守りが一番ベストなのかというようなこともあります

ので、そういった講習会を実施すると。そういったような支援ができないのかどうか、伺いた

いと思います。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） 見守っていただく方の保険という話がございましたけれども、保険

については、個の特定というのは非常に難しいんだと思います。個人、例えば今本地の地域で

は１１人の方が組織はされているというのは、確かにそれについては検討する必要はあろうか

と思いますけども、常に見守る方がいろんな方が見守っていただくということがありますので、

そこら少し勉強していかなくてはいけないのかなと思いますけども、もう１点、やり方につい

ては、今も答弁させていただきましたけども、警察のほうにご指導いただくというのが一番い

いのかなと、ちょっと今考えておるわけですけども、そこの講習会であるとか、当然学校では

さまざまな危険な場所とか、それから学校内部の安心、安全、それとか災害に対する部分であ
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るとか、当然交通事故であるとかいうことで、安全計画というのを作っておりますので、学校

では指導しておりますけども、そこに警察の交通に関する方を呼んで一緒に学習していただく

のも一つの手かなというふうに今少し思ったわけですけども、具体的にそういうふうなご要望

があれば、教育委員会のほうも警察等の折衝等はできると思いますので、要望等具体的に出し

て、あるいは学校ともしっかり話をしていきたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 保険については、個の特定が難しくなるということでありましたけれども、

そういった意味でも、先ほどの答弁では９校中組織化されているのは３校というふうにおっし

ゃいましたけれども、ぜひそういった意味でも教育委員会のほうで指導されまして、組織化す

ればメンバー登録しておくと。そういったことで個の特定もできるしということがあると思い

ます。非常に子どもさんは学校の保険が多分あると思うんですけれども、ボランティアでつい

て回っているものはそういったものがないということで、そういった不安も時に耳にいたしま

すので、ご検討いただきたいと思います。それから講習会、要望があれば警察に話してあげる

よということなんですが、子どもさんは学校でそういった交通指導の授業があると思いますの

で、ただ、付いて歩いている者たち、あるいは交差点で横断歩道渡るのを補助する人たちと言

うのはそういった経験がない、我流でやっております。そういったことで、できれば、ある地

区じゃなくて、何回もできませんので教育委員会で、例えば旧町単位とか、そういったことで、

そんな機会があれば助かるのではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） やり方については少し検討する必要があろうかと思いますけれども、

例えば今は小学校に特化されたお話でございますけども、各地域に安全協会、交通安全の協会

等がございますので、そこらあたりとしっかり話をすることもできるのではなかろうかという

ことで、少し、小学校の児童だけでなしに例えば高齢者の方とか、そういうふうな方も含めて

交通安全の指導というのはあり得ることかなというふうには思っております。先ほどの保険に

つきましては、ちょっと勉強しなくてはいけませんけれども、総務課が入っております総合安

全の補償とかいう分の保険が確かにあろうと思いますので、そこの部分でどれだけの金額が必

要なのかというのは、ちょっと別な話ですけども、それが対象になるかどうかというのは少し

勉強してみたいというふうに思っております。組織化につきましては、これが教育委員会から

組織をつくってくださいと言いたいのは山々なんです。できるだけそういうふうな形でつくっ

ていただきたいと思いますし、しかしながら、そういうふうなことで、保護者の方も共働きの

方もいらっしゃるでしょうし、いろんな状況があろうと思いますので、組織化をしていただく

というのは非常にありがたい話なんで、学校とか地域協議会とも少し密接にかかわっていきな

がら、組織化というのも少し考えていったほうがいいのではないかというふうに思ってます。

すぐ、じゃあ組織化をやりましょうと、私がこの場で話をしても、やっぱり盛り上がりに欠け

るのではなかろうかと思いますので、学校と地域がいかに密接につながりを持っていくかとい

うのがまず一番大切なことではなかろうかと思っております。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） ぜひ、やりたいのは山々ということでございますので、地域とも相談され

まして、また、やはりこれから地域と協働しないと、行政だけに責任というふうに私はいかな

いと思いますので、ぜひそういったきっかけづくりをお願いしたいと思います。それから、ち
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ょっと具体的な話なんでございますが、そういうふうに子どもが交通事故に遭ったりしたとき

に、付き添っている見守り隊に責任というのはあるんでしょうか。そこがやはり心配しておる

とこと、もう一つ、同じようなことですけど、登下校中の事故とか事件というのがあるわけで

すけれども、そのときの子どもの通学中の安全を守る責任というのは学校にあるのか、保護者

にあるのか、そこのところがわかりましたら、お願いします。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） 質問の通告にございました登下校における事故や犯罪の未然防止の

責任はということでございますけども、通常、事故とか事件というのが発生、発生してはいけ

ないんですけど、発生した場合は当然加害者が責任があるということになろうと思います。し

かしながら、見守り隊であるとか、学校の未然防止の責任はということでございますけども、

非常に難しい問題だと思いますけれども、学校は要するに登下校の安全計画を子どもに指導す

るという部分の責任はあろうと思います。しかしながら、じゃあ学校が通学の全て子どもたち

についていくというのは非常に困難だと思いますので、もう一つは保護者の責任はどこまであ

るのかということも一つあろうかと思いますけども、今非常に明確にすることはできませんけ

れども、地域全体で見守っていく姿勢が一番大切だというふうに思います。もう１点、見守り

隊の方が責任があるのか、交通事故に遭ったときに責任があるのか。当然、例えば報酬を町と

して出して見守っていただくということになると責任はあろうかと思いますけども、極端な話、

赤信号を渡りなさいというふうな部分になると、責任は出てくると思いますが通常のまさにボ

ランティア、無償の行為に対して責任を求めることは私はできないというふうに思ってます。

これは司法のほうの判断もあろうと思いますけども、私の考えであるし、教育委員会としては、

それは求めることは無理ではないかというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 大体わかりました。次に、通学路にこども１１０番というのがありまして、

個人住宅とか事務所とかお店が指定されておりますけれども、どうも、この仕組みがよくわか

りません。誰が指定し、どのような指導とか支援を行っているのか。また、その活動実態につ

いて教えていただきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（石坪隆雄） それでは、こども１１０番の制度の仕組みと活動実態についてご説

明をさせていただきたいと思います。こども１１０番の家は、子どもを狙った犯罪が増えたこ

とを受けて設置をされました。全国的な子どものための緊急避難所設置の取り組みでございま

す。北広島町においては、地域、学校ごとにそれぞれの取り組みを進めてまいりましたけども、

平成１８年、北広島町青少年育成推進協議会を中心に全町での意思統一、取り組みを図るとし

て地域の子どもは地域で守り、子どもたちが安心して暮らせる環境をつくる、これを目的に事

業所を含めた地域の協力家庭を統一したステッカーを配布しまして、子どもたちがトラブルに

巻き込まれたときに駆け込み、助けを求めることにより、子どもたちを犯罪から守り、被害を

止めようとするものでございます。これまでのところ、町内では事業所等２２５カ所を含む４

５７カ所が協力家庭として小学校を中心に連携、こども１１０番の家を取り組みをされており

ます。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 法律に基づいて設置されているという、全国的にというふうな受けとめを
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しました。４５７カ所では町内では指定されているということで、その具体的な活動実態とい

いますか、そういうものは何か入っておりますか。例えば駆け込んできたとか、そういったこ

とが実際あるのかどうか。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（石坪隆雄） 今までのところ事件、事故確認シートと言うのがございますけども、

この報告はございません。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 駆け込んできた実態はないと言うことでございましたけれども、不審者の

出没というのは実際には起こっております。その時、どこに行ったらいいかわからないので、

関係ないコンビニに駆け込んだとか、そういったような話聞いておりますけれども、そういっ

た意味で、１１０番がどこにあるかということが子どもたちに十分周知されているのかどうか、

小中学校含めまして、そこらがいかがでしょうか。 

○議長（加計雅章） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（石坪隆雄） これにつきましては、町内全域ということまでは確認をしておりま

せんけども、一つは通学路が変わった場合、その場合については、新しい家庭に１１０番の家

をお願いをする。それからもう一つは、４月になりましたら１１０番の家に先生と子どもが挨

拶に行って確認をしているという状況がございます。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 関連いたしますけれども、不審者の出没の実態、それから不審者情報は、

どのような方法で周知しておられるのか、伺いたいと思います。私が把握している範囲で申し

ますと、昨年は、本地地区で高速道路下の薄暗いボックスといいますか、そこで不審者が出て、

女子中学生が逃げて難を逃れたというふうに聞いております。また、今年も、これＰＴＡから

聞いた話でございますけれども、大朝において同様のことが起こったというふうに聞いており

ます。しかしながら、この不審者の情報が保護者に伝わっていないというふうに、これも保護

者から聞いております。本地では不審者情報というのは携帯のメールで各保護者に周知すると

いうことになっております。私もいろんなことを知りたいということで、そのところに登録を

させてもらっておりますけれども、入ってきておりません。そういったことで、不審者情報の

周知方法はどのようにされておるのか、今回の去年からの事件といいますか、未然に防げたわ

けでございますが、ありましたが、その辺も含めてご答弁をお願いします。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） 不審者の出没実態と、情報はどういうふうに流れるかということで

ございますけども、今年度、町内において不審者ということで学校等から連絡がありましたの

は４件ございます。概要は、車の中から見られた、じっと見られたとか声をかけられたという

ふうなことでございますけども、あと町外の不審者情報というのは県の教育委員会のほうから

入ってまいります。周知につきましては、町内の不審者につきましては、その情報の内容です

と不審者というふうに特定をするのが非常に難しいような場合もあるわけですけども、その内

容によりましては、各中学校区または全町の学校に、または高等学校のほうにも電話やメール

で教育委員会のほうから知らせをしておりますし、児童生徒、また状況によっては保護者に対

しても注意喚起を促すようなことを学校のほうからメール配信をしたり、電話連絡をするよう

になっております。そういうふうなことで、不審者だということをどこで特定するかというの
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は非常に難しいところはございますけども、情報的には、すぐ学校のほうには流しております。

以上です。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） ４件発生したということで、確かにおっしゃるように、どこまで、相手の

プライバシーもありますので、特定できない限りはというのはありますけれども、やはり通常

とおかしいような情報があれば、保護者に身を守るためにも周知することが必要ではないかと

思います。今のお話では学校には知らせておるということで、そこから保護者にいかないのは、

学校の責任といいますか、判断というふうに捉えればいいんでしょうか。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） 教育委員会が判断する場合もございますけれども、基本的には学校

が判断をしていただくということです。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 今、本地地区でも高速道路の下でありまして、そのこともありまして、今、

有志３名が出て毎朝そのトンネルのところに立ってやっていただいておりまして、本当に私も

頭が下がる思いでございますけれども、ぜひみんなで守っていくということで、そういった情

報も周知徹底を教育委員会からもよろしくお願いしたいと思います。それから次ですけれども、

先般もありましたけれども川崎市で中学１年生が殺害されるという、人間のすることとは思え

ないような残虐非道な事件が発生いたしました。この事件につきましては、さまざまな形でマ

スコミが報道しておりますけれども、この中で中学１年生が少し前まで住んでおられました島

根県の西ノ島町の住人が言われました言葉がマスコミに載っておりました。この島に住んでお

ればこんなことにはならなかったのにと言う言葉が私は今でも耳に残っております。私たちの

町もこのようにみんなが言えるような安心・安全な町にしていくことが求められております。

そこで、小中学校におけます不登校、いじめ、万引きの実態、もしそういうことがあれば、ど

のような対応しておられるのか、お伺いいたします。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） まず、実態ということでございますけれども、平成２６年度２月末

現在で、町内小学校における不登校の人数につきましては極めて少人数でございまして、個が

特定されるということがございますので、控えさせていただきたいと思います。不登校につい

てのことでございますけども、不登校はどの子にも起こり得るというふうな形で捉えておりま

す。未然防止と学校復帰のための指導と支援の２つの取り組みを進めておるところでございま

す。しかしながら、不登校の背景というのがさまざまあります。ということで、すぐ不登校が

解決をするという特効薬といいましょうか、それがなかなか難しいというふうなことがござい

ますので、継続的な指導であるとか支援を行っているというのが今の状況でございます。次に、

いじめでございますけれども、２月末現在、いじめの認知件数というのが小学校で３件、中学

校で３件というふうになっております。まず、この認知をした事案につきましては、学校が早

期対応しておりますので、一定の解決を図っておりまして、現在も指導を継続しているという

ところでございます。最後に万引きということでございますけども、今年度、教育委員会で把

握しているものはございません。以上です。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） いじめは発生しているということでございまして、万引きというのがない
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ということなんですが、今、スーパーとかコンビニとか対面販売じゃなくて、非常に子どもに

とっては、何か万引きという言葉があまり犯罪という言葉のように聞こえなくて、ゲームのよ

うな感覚で捉えられているというような報道を聞いております。私もそのように思いますけれ

ども、ここでは起こっていないのかどうか、報告というのがないということだと思いますけれ

ども、ぜひそういったことが起こらないような対応をしていきたいと思います。もう一つ、こ

れもマスコミでいっぱい言われておりますけれども、無料通信アプリのＬＩＮＥというのがあ

りまして、これでのやりとりに起因いたしますいじめや犯罪が発生しております。最終的には

殺人に至ったというような事件も起こっておりますけれども、本町におきます実態についてお

聞きしたいと思います。つまりスマホの所持は規制しておられるのかどうか。学校への持ち込

み、多分されていると思いますけれども、それから持ち込みは禁止されていても、スマホを持

っている小中学生がどのぐらいおられるのか、その辺を把握しておられましたら、教えていた

だきたいと思います。 

○議長（加計雅章） 学校教育課長。 

○学校教育課長（細部俊彦） まず、無料通話アプリＬＩＮＥでのやりとりということでございま

すけども、当然所持は、持ってきてはいけないということで学校には持ち込み禁止ということ

にしております。ということで、今年度につきましては、先ほどのＬＩＮＥですね、ソーシャ

ル・ネットワークシステムと言いますけども、いじめや犯罪になる事案はございません。しか

しながら、そんなやりとりによりまして、生徒間のトラブルに発展をしたり、原因で登校に不

安を持つというふうな生徒の事案というのはございました。こういうふうなことを防止するた

めには、教育委員会といたしましては、トラブル防止の資料といたしまして、教育委員会、北

広島町教育委員会メッセージを各校に配布をして、基本的には生徒、保護者への啓発活動を指

導しております。あと警察連携もしておりますので、警察のほうから、そういうふうな犯罪に

つながるということの指導とか、研修会等もしておるような状況ではございます。数、所持を

しているというのがどうなのかということなんですけれども、割合としまして調査をしてない

ところもございますし、いろいろ携帯電話、スマートフォンの所持ということでございますけ

ども、各学校、パーセントでいきますと、３％から４０数％までの子どもが自由に、親のもの

を含めて使えるような状況は一応把握はしております。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 都会に住んでおれば、こういった事件が多いけど、この北広島ではそうい

ったことはないよと言われるように、これからも学校と保護者と地域が一体となって、安心･

安全な子育てできる環境をつくるようお願いいたしまして、この質問は終わりたいと思います。 

  次に、大綱２点目の公共施設の老朽化対策について質問いたします。広大な面積を持ちます町

内には多くの公共施設があります。これらの公共施設は、高度経済成長期に建設され、老朽し

たものが多くあります。このため、地域住民から修繕や建て替えなどの要望が出されておりま

す。しかし今後、普通交付税の合併特例加算が段階的に削減されるなど、厳しい財政状況の中

で、公共施設の老朽化対策を進めていくことは、難題ではありますが、非常に重要な問題であ

ります。そこで、次の事項について質問いたします。昨年１２月に北広島町公共施設白書が作

成されました。その内容は、施設数５７０カ所、延べ床面積２１万１０００㎡でありまして、

町民１人当たりの床面積は約１０㎡であります。類似の自治体の平均が約５㎡というふうに聞

いておりますので、これと比較しますと、約２倍という広さであります。数字から見ますと、
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非常に非効率的であると言わざるを得ません。そこで、公共施設の旧町別の実態についてお伺

いいたします。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 公共施設の総合管理計画というご質問でございますので、財政課のほう

からお答えをさせていただきます。昨年１２月に議会のほうの全員協議会のほうで公表のほう

させていただきました白書でありますけれど、先ほど議員のほうからございましたように、町

全体の公共施設の数は５７０施設、延べ床面積２１万１０７３㎡で、そのうち築３０年以上の

建物は２０９施設、延べ床面積７万８４７０㎡で、割合にしますと３７．２％でございます。

これを旧町ごとに築３０年以上の建物の割合で表しますと、芸北地域にありましては、１３１

施設のうち５４施設、延べ床面積１万９９８４㎡、割合にしますと４２．６％。次に、大朝地

域では１２９施設のうち４１施設、延べ床面積１万５４５２㎡、割合は３９．７％でございま

す。次に、千代田地域は１６９施設のうち５９施設、延べ床面積２万３０４８㎡、割合にしま

すと２７．９％、次に豊平地域は１４１施設のうち５５施設、延べ床面積１万９９８６㎡、割

合では４６．９％の状況でございます。なお、築３０年以上の建物の主なものは学校教育施設、

公営住宅、基幹集会所となっております。以上でございます。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 私、２１万１０００㎡の旧町別の床面積の割合が知りたかったんでござい

ますけれども、今の施設数でいきますと、やはり芸北が人口に比例しますと、施設が１３１と

いうことで一番率が多いのかなというようなことで、この数字を見ますと、旧町ごとに相当な

開きがあるのかなというふうに感じるわけでございますけれども、類似の自治体と比較しまし

て、本町の公共施設が町民一人当たりの面積を比較して約２倍ということがあるわけですけれ

ども、この理由は、どうして他の類似と比較して多いのだろうかと思うんですけれども、その

辺の理由がわかりましたら、お願いいたします。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 理由というご質問でございますけれど、地域的な部分もまずはあると思

います。民間のアパート等はこの地域には少ないということもございますので、公営住宅はも

ちろん面積は多いということもあります。それから運動公園にいたしましても、それぞれの地

域で合併前整備をしておったということ、それから学校につきましても、それぞれに所有をし

ておったということで、面積的には非常に多いものを所有しておったということでございます。 

○議長（加計雅章） 質問、答弁の時間でありますが、ちょっと時間をいただきまして、４年前の

東日本大震災、震災発生時刻が２時４６分となっております。大震災で犠牲となられた全ての

方々に哀悼の意を表するため黙祷を行いたいと思います。ぜひとも皆さんご協力をお願いをい

たします。あと１分でございますので、よろしくお願いいたします。それでは起立をお願いし

ます。 

○議会事務局長（佐伯孝之） それでは黙祷を行います、黙祷。（黙祷）黙祷を終わります。 

○議長（加計雅章） ご協力ありがとうございました。引き続き、一般質問を続けます。大林議員。 

○１６番（大林正行） 公共施設の改修、建て替えや統廃合など総合的な管理計画というのは今後

策定するということでありますけれども、総合的な管理計画の基本的な考え方はどのように考

えてらっしゃるのか、お願いいたします。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 
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○財政課長（信上英昭） ただいまの質問の前に、１番目にご質問ございました、面積の地域ごと

の内訳というのが資料ございましたので、先にそちらのほうをお答えをさせていただきます。

２１万㎡本町所有しておりますけれど、地域ごとには芸北地域が４万６８８５㎡、それから大

朝地域が３万８９２３㎡、それから千代田地域が８万２６２２㎡、それから豊平地域でござい

ますが、４万２６４３㎡でございます。それから、ただいまのご質問でございますけれど、基

本的な方針ということでございます。２７年度中にこの基本方針のほうを策定して公表のほう

させていただくという予定にしてございますけれど、基本的には適正な管理を行いまして、建

物の長寿命化を図っていくということで、節目節目には財政投資をして修繕を行っていくとい

うのが基本方針になろうかとは思います。ただ、所有している面積が非常に多いということも

ございますので、今以上の面積は難しいということがありますので、縮減ということも計画の

中では出てこようかと思います。以上です。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 施設については長寿命化、なるべく長持ちさせるように修繕していこうと

いうことでございますけれども、基本的には建築後６０年で建て替え、３０年で大規模改修と

いうふうに白書には書いてありましたけれども、これでは膨大な更新費用が発生するというこ

ともあります。年間１２億必要だというふうにもありましたけれども、先ほども言いましたよ

うに、これからますます財政状況は逼迫してまいります。このような中では、やはり統廃合、

あるいは売却とか廃止、そういったことが避けて通れないのではないかというふうに思います。

そのことは、反面では町民の痛みを伴うということになりますので、そこらを今どのように考

えてらっしゃるのかお聞きしたいと思います。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 施設につきまして、建築後３０年以上で大規模な改修を行うと。築後６

０年で建て替えを行うと仮定した場合に、総務省の更新費用の試算というものが出ておりまし

て、それを使いますと、本町の場合、今後４０年間で約４７８億円の費用、年に換算しますと

１２億円という試算でございます。厳しい財政状況を考えますと、全ての施設の更新というも

のは非常に困難な状況になっているのは事実でございます。今後作成してまいります管理計画

の中で、長期的な視点に立った総合的な施設のあり方を検討を行っていく予定としてございま

す。以上です。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 新聞の報道によりますと、国は平成２７年度来年度から、老朽化した公共

施設を集約したり、別の用途に転用する自治体を財政支援するというふうに書いてあります。

改修費の９割を地方債で賄うことを認めまして、返済の一部を地方交付税という形で後年賄う

というものであります。この制度は本町でも利用することができるんでしょうか。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 平成２７年度の国の地方財政計画におきまして、国のほうも喫緊の課題

として財政措置の充実を図っております。具体的には、庁舎等の公用施設、それから公営住宅

は対象外にするということがまずありますけれど、集約化、複合化をしていく事業に対しまし

ては地方債の措置がされるということを聞いております。地方債につきましては、充当率が９

０％、交付税の算入は５０％でございます。それから、これも庁舎、住宅は除きますけれど、

建物転用、転用の事業に係る地方債措置につきましても、充当率は９０％、交付税の算入は３
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０％ということが国から示されております。いずれの措置も本町が作成してまいります公共施

設総合管理計画に基づいて実施される事業が条件ということでございますので、いずれにして

も計画を先に作っていかないと、この財政措置は受けられないということでございます。以上

です。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 活用はできるけれども、管理計画ができていないと対象にならないという

ことであります。新聞報道によりますと、全国では、ちょっと今数値がないんですけれども、

既に何施設が対象だというふうに書いてありましたけれども、本町では、２８年度に計画を作

るというふうにされていると思いますけれども、もう少し急がないと、これは乗っかっていけ

ないんじゃないかというような危惧がしております。しかも、統廃合ということですので、や

はり町民の痛みを伴うということで、こういった財政状況だから統廃合は賛成だけど、うちの

とこの施設だけはやめてくれと。そういった各論はちょっと反対と、こういった意見が必ず出

てくると思います。そこらをしっかりと町民の方にも説明して理解を得ると、こういったこと

の作業も急いでいかなければいけないんじゃないかと、そういうふうに思いますけれども、い

かがでしょうか。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 先ほどの国の財政措置につきましても期限がございます。それで、当町

の管理計画につきましては、新年度早々に策定を行ってまいります。予定といたしましては、

各施設の個別のものについては、さらに年度を延ばしていくという形になろうかと思いますけ

れど、当面、国の財政措置に合うように管理計画を早急に作成してまいります。以上です。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） それから公共施設には公有地と借地があると思います。公共施設の敷地に

は。それで、その面積と割合と借地料を幾ら支払っていらっしゃるのかをお伺いいたします。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 公共施設の敷地の公有地と借地の割合及び借地料というご質問でござい

ますけれど、借地の割合は６．２％でございます。借地料につきましては３０２２万４１９円

を支払っております。以上です。 

○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 各論になりますけれども、やはり３０００万以上のお金を毎年支払ってい

るということでございますので、これからも使っていくものは買い取っていくということもあ

ると思いますし、できるだけ借地の部分の公共施設は統廃合を急ぐとか、そういったような対

応が必要ではないかと思いますけれど、特に借地にある公共施設についてはどのように考えて

おられるのか、ありましたら、お願いいたします。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 借地の今後というご質問でございますけれど、財政投資をして購入すれ

ば一番ベストだろうと思うんですけれど、相当の財政投資が必要になってくるということもま

ずあります。財政状況が厳しい中、その計画も必要になってこようかとは思いますけれど、基

本的に借地料と、買ったほうがいいのかということを費用対効果、計算もしてみないとわから

ない部分もあると思います。場所的にも千代田地域であれば買うのにも高いということもあり

ますので、その辺も含めて計画の中で包括のほうしていければというふうには思っております。 
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○議長（加計雅章） 大林議員。 

○１６番（大林正行） 借地についてはまだありますけれども、この問題については、最終日に同

僚議員の方から質問があるように聞いておりますので、そちらのほうに譲りまして、私の質問

はこれで終わりたいと思います。 

○議長（加計雅章） これで大林議員の質問を終わります。暫時休憩をいたします。３時１０分よ

り再開をいたします。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

午後  ２時 ５７分  休 憩 

 

午後  ３時 １０分  再 開 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

 

○議長（加計雅章） 休憩前に引き続き一般質問を続けます。次に、２番、中田議員。 

○２番（中田節雄） ２番、中田でございます。さきに通告しております２点について質問をいた

します。まず、先に、安心して子育てできる環境づくりでございますが、国の地方創生の施策

を受けて、全国でふるさと学習、それから定住対策、子育て支援、この施策が展開されており

ます。これまでにもそうした施策を展開されているところも多々あろうかと思います。先ほど

からの質問に、今朝ほどからの質問に対しても、４人ばかりがこうした定住対策、子育て支援、

このことについて質問をされております。露払いができたので、中身の濃い質問をさせていた

だきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。１２月定例議会で、副町長は、

２７年度予算は定住対策、子育て支援がメーンになると言われております。そうした答弁がご

ざいました。当初予算では１５７億７０００万円、前年対比の１２億２０００万円、８．４％

の増という大型予算となっております。それらの中には芸北中学校の校舎の新築工事が６億６

０００万円、豊平中学校体育館の新築工事が３億８０００万円、これらがありますけれど、相

対的には総花的な予算となっておるわけです。もっと集中と選択が必要だと考えるわけであり

ます。先ほど町長は、地方創生元年ということを言われましたけれども、地方創生元年という

のは、町長初め職員、議会、そして町民がそうした意識を変革していくことが大事だと思うわ

けであります。行政職員というのは多くの情報を持っております。それらを先ほど町長は、い

ろんな施策展開、森脇議員のもっともっと積極的な対応をしてはどうか、大胆な施策を展開し

てはどうかということについて、総合的な戦略を策定して行うということがありましたけども、

やはり総合的な戦略を策定するまでもなく、素早く施策を展開することも重要だと思うわけで

あります。こうした対応というのが町民の安心感を与えていくものだと思います。少子化、核

家族化の中で、子どもと地域社会のつながりが希薄化する中で、子育てに不安とか負担も多く、

やはり不安を抱えている家庭が多くございます。このような子育ての不安や負担を少しでも軽

くするためにどのようにすべきかと。やはり子育てをどうするのかということについて、まず、

婚姻が先決でございますけども、結婚、そして出産という過程をたどってまいります。こうし

た方々にお祝い品を贈呈してはどうかと。全国的にも随分とこうしたお祝い品を贈呈するとこ
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ろはございます。しかし、それらの中にはやめていく自治体もあると。広島県ではそうした自

治体は、インターネットで見る限りありません。フィンランドでは出生届の際に、子育て支援

グッズというのを配布されております。出産のお祝いとして贈られているわけであります。大

きな段ボールの中に、哺乳瓶であるとかベビー服、おむつ、おもちゃ、そういったものが詰め

合わせで入っておる。金額にして４万円相当だそうでございます。全国の中にはいろんな町が

ございますが、やはり出生数の少ない自治体がこうした取り組みをされておる。本町において

も、やはり出生届をされたときには両親の方、そして北広島町全体としてお祝いをするという

ことで、こうしたグッズを提供されてはどうかと。現在の平均的な出生人数というのは、年間

１２０人余り、あと数年先には１６０人を目指すということでありますけども、それでもさほ

ど多くない。４万円相当のグッズを贈呈しても、そう大きな金額にはならないわけであります。

こうしたことを制度化されてはどうか。県内にはない。一つのヒット商品として、やはり子育

てに支援をどれだけウエートを占めているかということを考えていかなくてはならないわけで

あります。補正予算の中に子育て、これに関する予算というのが、子育て世代魅力づくり対策

として３２２３万円、３月の補正対応含めても全部で３５７３万円であります。定住対策と子

育てがメーンになるという割には非常に少ない。もっともっとこうしたことに予算を使ってい

くべきではなかろうかと、メーンになるという割には少ない。その辺をどういうふうにお考え

なのか、質問をいたします。 

○議長（加計雅章） 保健課長。 

○保健課長（多田誠子） 保健課から、出産されたご家庭にお祝いを贈るのはどうかというふうな

中田議員のご質問にお答えしたいと思います。本町の出生数ですけれども、保健課は年度で把

握している数を申し上げますと、平成２３年度に１１１名、平成２４年度で１２０名、平成２

５年度、下がりまして１０８名でしたが、平成２６年度は２月末現在で１１４名に少し回復を

しているところで、保健課の保健師が３カ月までには出産されたところに家庭訪問させていた

だいております。出産時のお祝い品は、今特に贈呈はしておりません。全国的に見ますと、ア

ルバムですとか、フォトフレームですとか絵本など、誕生の記念として贈る自治体も見られま

すけれども、一律的にそういう出産祝い品を各家庭にお届けしても有効に活用されているのか

なというふうなところが不明でもあり、今は保健課としては予定をしておりません。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） 今答弁あったようなことで、全国的に、この制度を廃止されているところも

あるんです。そこで知恵を絞るとどうですか。有効に活用されるものを配布すればいいわけで

しょ。やめてるから、うちもやらないんだという、その発想が私は気に入らん。もっともっと

知恵を絞って、アイデアを絞って、ノウハウを結集して、これは保健課ばかりではない、町民

課も保健課も福祉課も生涯学習課も全部起因するわけです。そこの中で、いろんなプロジェク

トを組んで、話し合いをして、そして一つの施策を展開していくんだと。県下ではやられてな

い、県下で初めてこれをやる、ヒット商品になりませんか。おむつは必要ないですか、必要で

しょ、肌着も必要でしょ。使い捨てのよだれかけも必要です。玩具も必要です。親戚からもら

うからいいやというものは、またよそへ回せばいい、有効に使われるかどうかわからんから考

えてないと。有効に使われる物を配ってはどうですか。だから、もともとのそういう発想の次

元が違う。私はそう思う。予算的に厳しいとなればどうですか。地方創生事業の予算を少し使

っていただくとか、あるいは過疎対策事業の基金積立金、ソフト事業に使う。こういう事業は
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該当になりませんか、どうですか。その点をお聞きします。 

○議長（加計雅章） 財政課長。 

○財政課長（信上英昭） 財政的な部分につきまして、財政課のほうからご答弁申し上げます。先

日も報告いたしましたように、本町の３月補正予算の中に、子育て、若者子育て世代に魅力的

なまちづくりという項目の中に、結婚から育児までの切れ目ない支援の中に地方創生先行分と

しまして３５１万余り上げさせていただいておりまして、２７年度に策定していきます総合戦

略の中にも包括して上げていければ、今の議員ご指摘のものも含まれていくのではないかとい

うふうに思いますし、あと過疎ソフトというご提案でございますけれど、２６年度末でソフト

基金、合致しそうな項目は３０００万ほど積んでおりますので、こちらのほうで対応はできる

のではないかというふうに思っております。以上です。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） 財政的には対応できると、やるかやらないか一つの決断なんです。どうしま

すか。ただ、私はこう思うんです。やはり町民を挙げて、やはり出産していただいた、ありが

たいなという気持ち、お祝いをする。お祝いの仕方が問題なんです。出生届を出しにいった窓

口で、おめでとうございます、はいどうぞと、これは町としてのお祝いですと、それもありが

たい。だけどもうちょっとひとひねり、ふたひねり加えていく。担当課の課長がおられれば、

担当課の課長がそこへ出向いていって、届けを出された方に、おめでとうございますと。どう

ぞちょっとこちらへと、町長室へ案内して、町長室でお祝いグッズを町長みずからお渡しする、

町長不在なら副町長、副町長不在なら総務課長、総務課長不在なら教育長、こういった方々が

町長室でお渡しする。これは婚姻届にしてもしかりです。おめでとうございます。婚姻届のお

祝いがございますので、どうぞこちらへと、やはり若い世代の方は町長室に入ることないんで

すよ。かなり行政自体が、庁舎自体が縁遠い存在です。やはり行政というのは町民のためにあ

るんだということをきちんとやっていくために、非常に縁遠い所である町長室、そこへ入って

いただいて、町長みずからお祝いを申し上げてお渡しすると。そこで、たまたま課長集めての

会議があったら、全員起立して、お渡しする時に皆さんでおめでとうございますと。こういっ

たことをすれば、やはり非常に記憶に残るし、行政を身近なものに感じてくる。そういった効

果を狙っていかなければまちづくりできないです。考え方をどこに持っていくのか、よそがや

めていくから、よそがやってないからと、こういう発想の中ではまちづくりは決してできない。

いかにまちづくりを進めていくのか、行政全部が進めていくんですよ。その中で、わずか出生

届という一つのチャンスを捉えても、こういったことができる。できる可能性がある。施策と

して位置づけていただければ。町長どうですか、やはり身近なものに感じてくる。町長に会う

ことはない。町長と話をすることもない。町長室へ入ることもない。まさに禁断の館となって

はいけない、町民に開かれた町長室、こういったことをアピールする場にもなりますが、町長

自身もアピールする場にもなります。いかがですか、町長。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 新しいアイデアであるとは思いますけども、基本的に、それを受けていただ

く町民の方、出生届を出しにこられた方々が本当に喜んでいただけるんなら、それはそれで効

果があろうというふうに思いますけども、今の若い方々もいろんな考え方があろうと思います。

一律のやり方が果たして喜んでもらえるのかどうか、そこが一番ポイントだというふうに思っ

ております。行政の思い、あるいは個人的な思いをあまり押しつけるというような形にはしな



 

- 84 - 

いほうがいいんじゃないかというふうに思っております。それを受ける皆さん方のご意見等も

大切にしながら進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） そうした中身の問題、これについて、迷惑がられるのではなかろうかという

答弁でありますけども、そうした日常的に、出産して子供を育てていく一年の中、そうしたこ

とについて必要なものというのはあるわけですよ。このものをいただいて、こんなものが入っ

ているんかな、無駄だなと言われる方があるかどうか、お母さん方の意見を聞くことも大事で

しょう。それでしたら、質問の２番目を飛ばして３番目に移ります。子育て中のお母さん方、

お母さん方の意見を聞くということであります。担当課のほうは、絶えずそうした健診等をや

りながら、お母さん方の要望というのは確かに把握されていると思います。しかし、町長みず

からそうした若い子育て中のお母さん方、そうした方々と直接お話をする機会があってもいい

のではないかなと思うわけです。それはグッズに限らず、子育て中のこうした悩み、こうした

ことがあればいいなと、行政的に対応していただければいいなと。もう一つ申し上げれば、フ

ィンランドではネウボラという組織があるようです。これは先日テレビで見ましたけども、子

育て支援センター、こうしたものの中にきちっと看護士もあり、そうした方々が常駐しておら

れて、いろいろな相談を受けていくと。今核家族化の中で、おばあちゃん、おじいちゃんがな

かなかいない。ふるさとへ帰ればおられるけどもと、そうしたおじいちゃん、おばあちゃんの

知恵が借りられない、若い方だけで悩んでおられる、この悩みをどこで相談すればいいのかと

いうことであります。そうしたことは２７年度から３１年度、子育て支援事業計画の中にもそ

うしたことはあるんでしょうけども、やはりスピーディーにやるということになれば、そうし

たお母さん方と早く意見交換をして、生の声を町長みずから聞いていく。町民の声を聞くとい

うことが一番メーンで言われているわけですから、そうした方々と直接話をして、直接悩み、

要望、これを聞いていち早く制度化していく。このことが求められているんだろうと思います

けども、町長いかがですか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 私もいろんな地域や集会などにたびたび出させていただきますので、そうし

た中で、若いお母さん方のご意見も直接いただくこともあります。そういったことや、担当課

から報告を受けたりすることもございます。そういった形で、意見の収集についてはある程度

できておるというふうに思っておりますが、２７年度長期総合計画、あるいは総合戦略等基本

計画を策定する中で、お母さん方、あるいは女性の方の意見、若者の意見、こういったものは

それぞれ聞かせていただき、また議論もさせていただく場を設けたいなというふうには思って

おります。具体的な持ち方についてはこれから検討いたしますが、そういった設定もしていき

たいというふうに考えております。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） 町長、これから検討するとか、そういったことが非常に多いんですよ。だけ

ど、町民との直接声を聞くということが非常に大事であると、やはり地域からの声を大事にし

ていくと。いろんな方々、それは若いお母さん方ばかりでなし、商工会は商工会、農協青年部

は青年部、それから老友会は老友会、いろんな方々があります。そうした方々の生の声を聞く

ということがどれだけ施策に参考になるかということ、悩んでおられる、あるいは、わずか隅

のほうでぼそぼそと語られる方々、こうしたなかなか声が小さい、気が弱いからなかなか言え
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ないと。そういった方々の声にきちんと耳をあわせて、漏れなく自分のところにキャッチをし

ていく。それに施策に反映していくということが大事だろうと思うわけです。ぜひとも、これ

は考えてみたい、検討してみたいというのではなくて、やっていただくべきだと思います。町

長はやはり町民の声を聞くということを非常に選挙の公約の中にもありましたから、それらを

きちっと制度化されてはいかがですか。年に１回、あるいは２回でも結構、それは行政職員も

町長も非常に多忙な身ですから、その時間を割くということは大変だろうと思いますが、やは

り生の声を聞くということは、我々も含めて、議会活動の中、閉会中にいろんな地域へ出てい

きながら、あるいは、時として道端で会った人の意見ちょっと聞きながら、おばあちゃんの何

でもない声を聞きながら、その悩みどうすればいいのかというところをキャッチしていくわけ

です。そのことが非常に大事だと思うわけです。町長ぜひとも、そういったことをやっていく

と明言できませんか。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 今、お答えをさせていただいたとおりでありまして、現在もいろんな場面で、

町民の皆さんのご意見は聞かせていただき、できる限り施策に反映をさせていただいておるつ

もりであります。ただ、先ほど申しましたように、各層ごとの特に若者、女性の方のご意見等

については、別途の吸い上げの方法を考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） これは別途の吸い上げの機会を考えていきたいということで、何らかの形で

持たれるんだと思いますけども、先ほど、またもとに返りますが、お祝いグッズこれは制度化

していただきたい。広島県下でやっているとこないんですよ、私が調べた結果。そうしたとこ

ろで、やはり一つの目玉商品になると。町のホームページにもきちっと載せて頂くことはでき

る。その中でよそのやってないことをやっていく。それはむだになるものがあるかもしれない

ということもありますけども、そうでないものを考えていく、そうしたことをきちっとやって

いくことが、これ皆さんが議論しながら、何を持っていくんだろうかと、よそにあるような写

真立てであるとか、バラの花束、ネームプレートであるとか、こういうものでなくて結構、あ

まり意味がないと思うんです。だから相当悩まれて、こうしたよその町、市町もやっている。

だから、そこをやめるところが多いから、うちもしないんだという発想ではなくて、もうちょ

っと原点を考えていくことが大事だろうと思うわけです。そのことをやりながら、財源的には、

今の地域創生の分も過疎債の基金についても使うことはできるという話であります。そんなに

多くの予算を必要とするものではないわけですから、ぜひとも窓口へ来られて、町民を挙げて

お祝いをすると。課長みずから出ていってお祝いすると。グッズについては町長室で手渡しす

る。町長という一つの牙城ですね。普段は入ることができないとこへ呼んでいただいて、そこ

でお祝いセット、町長からお祝いの言葉をかけていただいて、お祝いセットをいただくという

ことがどれだけ記憶に残るか。普段の町民入ることできません。町長、この間はいっぱい飲ん

だから、ちょっと挨拶に行ってみようかと、なかなかそういうわけにいきません。こういう機

会に、きちんと課長がみずからそこへ案内して連れていくということ、やはり非常に身近に行

政を感じてくると。そういう一石二鳥も三鳥もする、そこを狙っていく、そういった施策が必

要だろうと思います。ですから、なかなか今の段階では、そういった答弁出ませんけども、や

はりこういった積極的な施策展開というのが今望まれておるし、これらを計画の中でやりなが

ら検討するということではなくて、よりスピーディーに施策を展開することが大事だと思って
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おります。それでもまだやりませんか。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清水孝幸） 町民課、保健課、福祉課、生涯学習、そこら辺で協議をして、できる方

法を考えてみなさいということでございました。先ほど町長の話の中にもありました。若いお

母さんであるとか、若い方の意見を聞く、生の声を聞くという場が設定をしたいというふうに

話を町長もしましたし、担当課の福祉課としてもやっていくつもりでございます。その中で、

どういう意見が出てくるか。その行政内で考えるには限界がある。しかも議員がおっしゃらる

ように縛りがある。そこから考えが抜け切れない、できるできないで判断をしてしまう。その

辺のところを判断しがちでございます。その集まったお母さんなり若い方から聞く中で、集ま

った情報をできるできないで判断していくのではなくて、その情報処理といいますけども、今

度はその情報をそこで皆さん集まっていただく中で、編集をしてできる方法を考えていく。予

算がないからできないとか、何かいいものがないからできない、人気がないからできないとい

う発想ではなくて、何かいい方法があるんではないか。例えば企業からいただくとか、祝いを

いただくとか、いろんな方法が考えられるだろうと思います。その辺のところは、今やります

とか、そういうことにはお答えをできませんが、関係課で協議をしていきたい。このように考

えたいと思います。以上です。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） ぜひとも考えていただきたい。これは出産のお祝いグッズでなくて、結婚も

そうですよ。現在、結婚した、婚姻届出されたら、窓口でこういうストラップ、これがいただ

けます。双方で来られても一つだけです。２つぐらいあげればいいと思うんです。そんな高い

ものではないんですよ、ストラップが。１個幾らしますか、これは花田植のグッズです。これ

こそ無駄かどうか、むだではないと、貰えればうれしい。だから子育てグッズも貰えればうれ

しいんです。町としてお祝い、こういう小さいものではなくて、きちっとしたものでいただく

と、これはうれしいはずなんですよ。今結婚についてはこれです。これについても、やはりお

めでとうございますと、お祝いグッズがあります。やはり町長室へ出向いて、１組ほど結婚す

るということがどれだけ大事か。今婚姻届が何件出されてます、年間、平均的に。それほど婚

姻届出されるケースは少ない。町民を挙げてお祝いするんですよ。よく結婚していただきまし

た。やはり町の活力になっていただきたい。そして子どもをたくさん生んでいただきたい。そ

して生まれたら生まれたで、やはりお祝いを申し上げ、お祝いグッズを差し上げると、そう大

した金額にはならない。町民を挙げてお祝いするということがいかに大事かということを申し

上げて、これはもう検討するということでございますから、これは先ほど町民課の窓口に行っ

てお借りしました。これはお渡ししておりますと、職員は、おめでとうございます。やはりそ

ういう声を聞いたら、課長、係長は出向いていって、おめでとうございますということぐらい

言ったって、これは予算は何も関係ないですよ、お祝い申し上げることは。そういう、今まで

やってなかったことをやっていくという発想を持っていただきたい。発想を変えていただきた

い。そのことが定住人口につながるし、まちづくりにつながってくるということを申し上げて、

この分については終わります。続いて２点目、幼児の遊び場についてです。今朝ほど蔵升議員

のほうから、幼児の遊び場についていろいろ答弁がありました。その中で、どんぐりにもあり

ますということでもあります。答弁がありましたね。だけど、やはりなぜ町外の戸河内インタ

ーの前にある遊び場まで連れていくのか、土師ダムスポーツランドに連れていくのか、あるい
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は三次のワイナリーの所に遊び場があります。あそこまで連れていくのかということ考えてい

ただきたい。どんぐりにこれこれありますよと。確かにそれはそこに子どもさんを連れていか

れる方もあるでしょう。町外の方も結構多いと思うんですよ。それはそれでいい。そういう遊

び場が足りないと。薬師公園の所はありますと、何組かあそこで遊んでおられたということで

すが、あそこがありますよと申し上げたら、あそこは怖いということです。死角になる所があ

ると。見通しができない、非常にお母さん方としては不安である。治安が悪いように見えると

いうことです。実際あそこに行ってみられて、安心して子どもさんを遊ばせることができるか

どうか、誰かあそこへ行って歩いてみられたことありますか。町民課長、保健課長、福祉課長、

生涯学習課長。どうですか、行ってみられて。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清水孝幸） つい先日、その薬師公園のほうに行かせてもらいました。何組かの家族

連れの方が遊んでおられました。それから、なぜ、そこを利用しないのかという意見も聞いた

りも、そこの方ではないんですけども、違う方に聞いたりしますと、木立ちが大きくなって、

先ほどおっしゃったように見通しがない、子どもさんより木が高くなっているので、どこ行っ

たかわからなくなったりする。こっち、手前側の小川はともかく、大きな川がある。その辺の

とこがあったりして、なかなか、全てベストというわけにはいかないというお話はお伺いをし

ております。以上です。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） そのとおりなんです。だから、小川もあれば川もある。見通しがききにくい

と、こういう実態の中で、あそこがあるじゃないかということは言えないわけです。あそこへ

連れていきなさいということは。ですから、そういうふうに見通しが悪いんなら見通しがよく

なるようなことをすればいいわけでしょ。どうされます。死角、見通しが悪い。そうした遊び

場があることについて、どうしますか。 

○議長（加計雅章） 福祉課長。 

○福祉課長（清水孝幸） そういう原因がある程度明確になっている状況でございます。その辺の

ところを解決すべく、庁舎内で検討してまいりたいと思います。以上です。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） 子育て、定住促進のための子育て、これがメーンになる事業、これが中心に

なっていくだろうと。そういう中で、そういう問題点がありながら何も予算化されてないわけ

です。そのことがどうなのか、課長今行って見られたことが町長ご存じなのかどうなのか、や

はりそこの中で止まっているのか、予算的に無理だったのか、その辺のことが、子育てがメー

ンになると言いながら、そういったことが予算化されてないことについて非常に不安なわけで

す。これはぜひとも町の中心になる施設ですから、ぜひともあそこで子どもさんが生き生きと

遊んでいる姿を見るのが町民も元気になる。それと同時に道の駅の遊具、これについて、遊具

かなり整備しろとは言いませんけども、なぜ、あそこで遊ぶことによって駐車台数が減るとい

うことは当然のことです。しかし課長、あなたは前に言われましたよね。人が人を呼ぶんだと

いうことです。これと相反する発言です。そう思いませんか。だったら、あそこでイベントを

すると駐車スペースは減ります。じゃあイベントができないか、イベントもやってる。それは

課長言われたことは答弁にはなりません。今までの発言、これをやってみても、やはりそうし

たことは、ずうっと議会の中でも指摘されてきたはずです。駐車場少ないと、少なければ、ま
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た何とか方法を考える、イベントができないか、イベントもできてる。じゃあ恒常的にあそこ

でやって、どれだけの人があそこで子どもさんを連れて遊んでるかと。やっぱりグラウンドゴ

ルフがないときには閑散としている状態、これは非常におもしろくない。誰かがあそこにいる

ということ、誰かが町の中で動いている、その動き、アクションがなければ町は死んだも同然、

車だけはある、人はいないと、この状況はつくり出すべきではない。課長、前に言われたよう

に、人が人を呼ぶという、そのコンセプトはそれでいいと思います、私は。だったら、あそこ

で人を呼んで遊んでいただくということは、わざわざ金を出さなくても人が来て遊んでくれる

わけです。遊ぶ以上は、何かちょっと見て回って買い物にもつながっていくだろう、つながら

ないこともあるかもしれませんが、その点ちょっと考え方を整理していただく必要があろうと

思いますが、課長いかがですか。 

○議長（加計雅章） 商工観光課長。 

○商工観光課長（隅田好則） 今議員がおっしゃられますように、道の駅というのは、大きな目標

としまして、にぎわいの創出というのは本当にあると思っております。今朝ほどの質問でもあ

りましたように、遊具を設置するというようなことにつきましては、今の駐車場の問題等につ

きましても、まちづくりの観点からどういうふうにやっていくか、方法についてはいろいろあ

ると思っておりますので、その辺につきましては検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） 遊具を設置するばかりじゃないんですよ。キャッチボールもできるわ、ボー

ルも蹴ることができる、そんなに金をかけて、遊具をたくさんたくさん置く必要はないと思う。

だけど、そういった開放された空間というのがいかに大事かということを申し上げて、この分

については質問終わります。もう時間ないので次に移ります。今度は、きたひろの達人の活用

についてと、これは県知事も地域の宝探しということで言われておりますけども、やはり宝と

いうのは、いろんな資源がある。そこの中で、せっかくきたひろの達人、人的資源をこういう

制度化したわけです。こうしたものについて活用が足りないのではないかなと。これは平成２

２年、２３年活用されて、それ以降認定の実績はない。これについて、いかがなものだろうか。

やはり地域文化このものを継承しながら、今の達人があるわけです。地域文化というものをき

ちっと、もうちょっと検証して、どう活用していくのかと。それとやはり中には亡くなられた

方もおられる。それと女性の認定が非常に少ないと、これなぜなんか、認定が少ないんなら、

時々こうした戦略的という言葉が使われますけれども、女性をしっかり認定するということを

きちっと戦略的に、意図的に女性を認定していくという作業も必要ではないですか。この議場

において、議会議員の中にも女性はいない。これは選挙で選ばれるからいた仕方ないかもしれ

ません。説明員の中にも女性１人です。この認定については女性を認定すること、そうした能

力のある方は認定できるはずです。もっともっと女性をこういったことに認定して活躍してい

ただくことが必要だろうと思いますが、なぜ２３年以降、１次、２次あって、３次がないのか、

女性はそうした達人がいないのか、そうしたことについて、まずお聞きします。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（古川達也） 北広島の達人制度でございますけれども、この達人制度の目的でござい

ますけれども、要綱の第１条で定めております。豊かな自然の中で長い年月をかけて培われ、

受け継がれている伝統的なすぐれた農村文化、生活等の技術、または知識を有するその道の達



 

- 89 - 

人を北広島の達人として認定し、称号を授与し、その技術、知識を広く顕彰し、伝承及び後継

者の育成を図ることを目的とすると。これが達人の制度の目的というふうになっております。

今現在、先ほど議員おっしゃられたように、平成２２年、２３年の２回の認定で１６人の方を

今認定をしております。活用というところなんですけれども、小中学校の要請に応じまして、

地域の伝統、文化の学習などで講師、指導者として活躍はされております。認定につきまして

は１６人という段階で一たん置こうという判断をさせていただきました。毎年毎年ということ

には今認定は至っておりません。それから女性の認定ということですけれども、この認定制度、

推薦制度になっております。これは自薦、他薦を問わず推薦をしていただくという形になって

おります。ですから、男女、こちら側から、行政サイドから、この方を認定するということは

行っておりませんので、推薦があった方を審査員の方がいらっしゃいますけれども、その中で

審査をさせていただいて認定をしているという形になっております。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） 推薦、自薦、他薦を問わないということではありますが、だから、そこに戦

略的意図が感じられないのではないかということを申し上げたんです。女性の方はおられまし

たか。全くおられませんね。女性でもそうした技能のある方、達人はおられるはずなんです。

だから町長も戦略的何とかということ言われますが、この達人の活用についても、やはり戦略

的に女性を増やしていこうという意図なら、あの方がおられる、誰かちょっと推薦してあげて

くださいよとか、奥ゆかしい方だから、なかなかそういうことはお引き受けになるかどうかわ

からんけども、ぜひとも町の達人の認定を受けて地域で活躍をしていただきたいし、そうした

達人の技を継承していただきたいということを申し上げながら、だから、どうしてもマイナス

思考で物事が判断されている。じゃあ１６人で、そこで一旦ストップしようと、中には亡くな

られた方もおられる。なおかつ女性がいないという状況の中で、どういうふうにバランスをと

っていきながら、そうした町の活性化のため、地域というステージで活躍していただけるのか

ということを考えれば、そうした戦略というのはおのずから出てくるはずであります。だから、

発想の転換というのが先ほどから、何遍も言いますけども、今までどおりの行政やっとったの

ではいかんのです。もっともっと頭を切りかえていただきたい。そのことがまちづくりにつな

がるんです。いかがですか。町長と課長の答弁求めます。 

○議長（加計雅章） 町長。 

○町長（箕野博司） 達人の方々以外にもいろいろそういった技能、知識等を持っておられる方も

おられるというふうには思っております。そうした方々の知識なり技能なりを継承したり、そ

ういったことを機軸に、地域の資源として生かしていくということも必要であろうというふう

に認識をしております。 

○議長（加計雅章） 企画課長。 

○企画課長（古川達也） この達人制度につきましては、一応懸賞するというところにおいており

ますし、副賞等も設けております。行政サイドの戦略的な認定というのはあまりふさわしくな

いのではないかというふうに考えます。 

○議長（加計雅章） 中田議員。 

○２番（中田節雄） 町長は認識していると、認識されているけど、次どうするのかということが

全く答弁なかった。やっぱり行政サイドから、そうした戦略的にやるのは好ましくないという

こと、なぜ好ましくないのか、その辺、私には理解できない。せっかくこの制度があるんなら、
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もっともっとそうしたことを活用して、地域づくりに貢献していくということでありますから、

その辺が理解できない。もうこれ以上申し上げませんけども、ぜひとも発想を変えていただき

たい。そしてまちづくりのことを本気で考えていただきたい。地域創生元年の趣旨というのは

意識変革にあると私は思っております。ぜひとも頑張っていただきたい。そのこと申し上げて

終わります。 

○議長（加計雅章） これで中田議員の質問を終わります。お諮りします。本日の会議は、この程

度にして、明日１２日に延会したいと思います。これにご異議ありませんか。（異議なしの声

あり） 

○議長（加計雅章） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会といたします。なお、明

日の会議は１０時から、本日に引き続き一般質問を行います。 

 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 
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